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平成２２年第１回 

美唄市議会定例会会議録 

平成２２年３月５日（金曜日） 

午前１０時００分 開議 

 

◎議事日程議事日程議事日程議事日程    

 第１ 会議録署名議員の指名 

 第２ 一般質問 

 

◎出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（１１１１４４４４名名名名））））    

  議 長  内馬場 克 康 君 

  副議長  谷 村 孝 一 君 

   １番  吉 岡 文 子 君 

   ２番  森 川   明 君 

   ３番  五 十 嵐 聡 君 

   ４番  高 田 正 則 君 

   ５番  高 橋 幹 夫 君 

   ６番  阿 部 義 一 君 

   ７番  長谷川 吉 春 君 

   ８番  米 田 良 克 君 

  １０番  小 関 勝 教 君 

  １２番  本 郷 幸 治 君 

  １３番  紫 藤 政 則 君 

  １４番  林   国 夫 君 

 

◎欠席欠席欠席欠席議員議員議員議員（（（（２２２２名名名名））））    

   ９番  白 木 優 志 君 

  １１番  土 井 敏 興 君 

 

◎出席説明員出席説明員出席説明員出席説明員    

 市     長  桜 井 道 夫 君 

 副  市  長  斎 藤 正 紀 君 

 総 務 部 長  安 田 昌 彰 君 

 市 民 部 長  岩 本 良 一 君 

 保健福祉部長兼福祉事務所長  中 川 直 紀 君 

 商工交流部長  岡 嶋 博 文 君 

 農 政 部 長  林   信 孝 君 

 都市整備部長  山 口 隆 慶 君 

 市立美唄病院事務局長  高 倉 雄 二 君 

 消  防  長  霜 田 公 法 君 

 総務部総務課長  大 崎   聡 君 

 総務部総務課総務係長  村 上 孝 徳 君 

 

 教育委員会委員長  白 戸 仁 康 君 

 教  育  長  板 東 知 文 君 

 教 育 部 長  前 田 敏 和 君 

 

 選挙管理委員会委員長  後 藤 泰 彦 君 

 選挙管理委員会事務局長  秋 場 勝 義 君 

 

 農業委員会会長  佐 藤 博 道 君 

 農業委員会事務局長  林   忠 男 君 

 

 監 査 委 員  扇 谷   均 君 

 監査事務局長  嵯 峨 和 樹 君 

 

◎事務局事務局事務局事務局職員職員職員職員出席者出席者出席者出席者    

 事 務 局 長  藤 井 英 昭 君 

 次     長  中 平 匡 司 君 

 

午前１０時００分開議 

 

●議長内馬場克康君 これより本日の会議を

開きます。 

 

●議長内馬場克康君 日程の第１、会議録署

名議員を指名いたします。 

   １０番 小関勝教議員 
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   １１番 本郷幸治議員 

を指名いたします。 

 

●議長内馬場克康君 次に日程の第２、一般

質問に入ります。 

 発言通告により、順次発言を許します。 

 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員（登壇） ２０１０年第

１回定例会にあたり、大綱４点について、市

長、教育長に質問いたします。 

３月１日定例会初日に、市政執行方針で市

長が取り上げられたブータンの国民総幸福量

に関してですが、私なりに感じたことを少し

申し述べたいと思います。 

結局のところ、幸福を何を基準としてとら

えるのかが国家として問われていることにな

るのではないか。国民総生産の額が国民の幸

福の基準とならないということは、今日の日

本を見れば明白なこと。その大局として生ま

れた考え方が国民総幸福量なんだろうと考え

ます。 

私自身としては、日本共産党の党員として

人生を歩んでいこうと考えたわけですから、

社会の構成員全体が幸福になる方向を目指す

という点では、ブータン王国の国民総幸福量

の考え方に一致できることもあります。何分

にも今日の日本の政治では、金と政治家に関

する問題が多過ぎます。昨年、政治の舞台か

ら下野した自民党、そして新たに政権の座に

ついた民主党、どちらの政党も国民の幸福よ

り、自分の政治活動のための資金づくりのた

めに政治家をしているとしか思えない様相で、

これでは国民に信頼される政治の実現は不可

能です。改めて政治の向かう方向が問われて

いると感じています。 

大綱質問の１点目は、福祉行政についてで

す。 

その１つは、福祉灯油についてです。北海

道消費者協会の調べの資料によれば、灯油の

価格は、平成１６年２月は４５円、１８年２

月は７７円、２０年２月は９８円、本年２月

は７４円となっています。一時期の高騰から

は少し落ち着いていますが、平成１６年と比

較して見れば、現在の価格は負担増となって

います。医療や身の回りのいろいろな品々が

値下がりしている中、灯油の負担感は大きい

ものがあると感じます。新築住宅の中にはオ

ール電化住宅もありますが、美唄市民の多く

は暖房に灯油を使用している割合が大きいは

ずです。今年はしばれるという厳しい寒さも

ありました。そういった状況の中、本年、美

唄市として福祉灯油を実現できた事を大いに

評価したいと考えます。そこで、昨年と比較

して本年の福祉灯油の申請数や受給状況はど

のようだったのか伺います。 

次に、福祉灯油の今後についてですが、受

給対象となっていない生活保護世帯への支給

についてどのようにお考えか、お伺いいたし

ます。 

福祉行政の２点目は、予防医療についてで

す。私は最近、子育て関連のインターネット

上で「Ｋｎｏｗ ＶＰＤ」という運動を知り

ました。初めて知り得た知識ですので、理解

はまだまだ浅いものです。ＶＰＤとは、ワク

チンで防げる病気のことです。日本では毎年、

多くの子どもたちがワクチンで予防できるは

ずのＶＰＤに感染して、重い後遺症に苦しん

だり、命を落としています。世界中に数多く
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ある感染症の中でワクチンで防げる病気ＶＰ

Ｄはわずかです。防げる病気だけでも予防し

て、大切な子どもの命を守りましょう、とい

うのがこの運動の目的です。 

前回の定例会で同僚議員からヒブワクチン

への質問がありましたが、最近、全国各地で

自治体独自の助成制度が始まり出したものに、

小児用肺炎球菌ワクチンと子宮頸がんワクチ

ンがあります。これらについて、どのような

認識を持っているのかをお聞きいたします。 

市内の医療機関で接種ができるのか、接種

回数や費用などについてもお知らせ願います。 

大綱の２点目は、住宅改修について伺いま

す。高齢者が自宅に住み続けられるための住

宅改修への助成制度ということで、高齢化が

進む中、高齢者への力強い応援となるでしょ

う。加えて、不況に苦しんでいる市内業者の

仕事を増やすということで、業者さんへも応

援となることでしょう。導入当初は利用者数

がわずかだったと聞いていますが、その後、

利用者増で補正予算を組んだという経緯もあ

りました。利用の実績や改修の種類など、お

知らせください。 

また、工事への市内業者の参加状況はどの

ようになっているのか、どれぐらいの数の業

者さんが参加しているのか、お知らせ願いま

す。 

大綱の３点目は、道路整備について伺いま

す。 

まず初めに、道道砂川奈井江美唄線の進捗

状況についてです。この道路は１２号線の裏

道のような位置に当たっており、信号機も比

較的少ない事から、地元住民にとっては利用

の機会も多いと思います。この道路の完成日

時はどのようになっているでしょうか。 

また、この道道砂川奈井江美唄線とつなが

る和田公園東側の東５条通りの整備ですが、

これはどのようになるでしょうか。と同時に、

この東５条通りと旭通りの交差点付近は、南

からの道路と互い違いの交差点で、角にはコ

ンビニエンスストアもあり、実際に私自身が

ヒヤッとする思いをしたことがあります。市

民生活の安全を守る立場から、何らかの方策

が必要ではないかと考えますが、お考えをお

聞きいたします。 

大綱の４点目は、教育行政について教育長

にお伺いいたします。 

その１つ目は、国民読書年の独自の取り組

みについてです。２００８年６月６日、衆議

院と参議院で国民読書年に関する決議が採択

がされ、今年が国民読書年となり、全国で記

念行事が行われる予定です。各地の図書館で

もいろいろと企画があるようですが、本市で

はどのような取り組みを予定しているのでし

ょうか、お伺いいたします。 

教育行政の２点目は、市立図書館について

です。 

１つ目は、図書館の利用の状況についてで

す。過去５年間の利用の状況、利用者数や貸

し出し冊数などについてお伺いいたします。 

その２つ目は、蔵書へのいたずらなどの迷

惑行為についてです。この迷惑行為について

は、近隣市の図書館において、目に余るよう

な行為の報道もありました。本市の状況がど

のようになっているのか、お伺いいたします。 

教育行政の３点目は、郷土史料館について

お伺いいたします。 

その１つは、データベース化の進捗状況に
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ついてです。また、データベース化の資料の

種類の数などについてもお伺いいたします。 

また、２つ目には、それらの活用ですが、

市民の利用ができるのか、市立図書館のよう

に外部から検索をかけてデータが取り出せる

ようになっているのかどうかについてお伺い

いたします。 

教育行政の４点目は、歩くスキーについて

です。広報メロディーなどでもお知らせして

いましたが、スキーアドベンチャーなどのイ

ベントで、歩くスキーを企画しており、持っ

ていない市民の方には貸し出しをするとなっ

ておりますが、これらの用具の管理状況につ

いて、どのようになっているのかお聞きいた

します。 

また、市民への貸し出しについて、お金を

取ったりしているのかどうか、その点につい

てもお伺いいたします。 

以上、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 吉岡議員の質問

にお答えします。 

初めに、福祉行政について、福祉灯油につ

いてでありますが、市民の皆さんへの周知方

法につきましては、市のホームページと広報

紙メロディーに掲載したほか、各老人クラブ、

母子会などの関係団体や民生児童委員に依頼

し、周知を図ったところであります。１０月

６日から１２月１８日までの申請期間におけ

る申請件数は４２０件で、前年度の４１３件

に対し７件の増となっております。申請場所

につきましては、郵送を含めた市役所での受

け付けが３８９件、臨時申請を実施した南美

唄福祉会館での受け付けが２２件、東明本町

市街町内会館での受け付けが９件となってお

ります。支給決定世帯数は３６０件で、昨年

度の３３４件に対し２６件の増、非該当とな

った世帯数は６０件で、前年度の７９件に対

し１９件の減であり、非該当の理由は、その

ほとんどが所得要件を超えるものとなってお

ります。 

生活保護世帯の支給につきましては、生活

保護の制度の中で１１月から３月まで冬期加

算として燃料費が支給されていることから対

象にしていないものであり、平成２２年度に

つきましても同様に考えております。 

次に、予防医療についてでありますが、ま

ず、小児用肺炎球菌ワクチンについてであり

ますが、肺炎球菌による髄膜炎や肺炎などを

予防するワクチンとして、本年２月から国内

において接種が可能となったところでありま

す。世界保健機関では、肺炎球菌感染症によ

り、全世界で年間１００万人以上の子どもが

感染により死亡していることから、小児用肺

炎球菌ワクチンの定期接種を優先的に導入す

るよう、すべての国に勧告してるところであ

ります。ワクチンの接種は、生後２か月から

９歳までが対象となっており、接種回数は年

齢により異なり、生後２か月から６カ月の乳

児は４回、生後７カ月から１１カ月では３回、

１歳は２回、２歳以上は１回で、１回当たり

の接種費用は１万円程度と承知しております。 

次に、子宮頸がんワクチンについてであり

ますが、若い女性に増え続ける子宮頸がんを

予防するワクチンとして、昨年１２月から国

内において接種が可能となったところであり

ます。子宮頸がんはヒトパピローマウイルス

への感染を原因とするがんで、日本でも年間
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約１万５，０００人が発症していると報告さ

れております。性体験のある女性の８割は１

度はこのウイルスに感染し、ほとんどの場合

免疫力により自然消滅しますが、感染した状

態が長い間続くと、子宮頸がんを発症する場

合があります。ワクチンの十分な効果を得る

ためには、３回の接種が必要で、接種の費用

は合計５万円程度と承知しております。 

市としましては、ワクチン接種により髄膜

炎や子宮頸がんなどの予防が図れることから、

対象となる多くの方に接していただくことが

望ましいと考えております。 

なお、現在のところ市内の医療機関では小

児用肺炎球菌ワクチンと子宮頸がんワクチン

の接種は行っていないと伺っております。 

次に、道路整備について、道道砂川奈井江

美唄線の進捗状況と、歩道整備についてであ

りますが、平成１８年度から市道かえで通り

と交差する地点から、道道美唄富良野線まで

の延長約１，４５０メートルに着手し、この

うち市道かえで通りと交差する地点から市道

しらかば通りと交差する地点までの約９５０

メートルについては、片側の歩道で平成２１

年度に完成し、現在の進捗率は事業量ベース

で約６６％となっており、未整備区間である

市道しらかば通りと交差する地点から、道道

美唄富良野線までの約５００メートルについ

ては、両側に歩道が設置され、平成２２年度

に完成する予定と伺っております。 

次に、東５条通りの整備と安全対策につい

てでありますが、東５条通りにつきましては、

平成１７年度までに道道美唄富良野線から旭

通の間、約５５０メートルについて車道の改

良と舗装整備を終えているとこであります。

また、道道砂川奈井江美唄線が平成２２年度

に完成することにより、交通量が増えること

も予想されることから、今後、歩行者への安

全対策の向上に向けて検討してまいりたいと

考えております。 

次に、東５条通りと旭通りの交差点の安全

対策についてでありますが、交差点の安全対

策として、平成１８年に和田公園東側の東５

条通りと旭通りの交差点に道路反射鏡を設置

したところであります。また、昨年、美唄警

察署との協議を踏まえ、旭通りから南側の東

５条通り沿いに一時停止の規制標識があるこ

とを促す指示標識を設置したところでありま

す。今後、美唄警察署と安全対策の一層の向

上に向け、協議してまいりたいと考えており

ます。 

なお、住宅改修促進制度の状況について、

市内業者の工事参加につきましては、都市整

備部長から答弁させていただきます。 

私からは以上でございます。 

●議長内馬場克康君 都市整備部長。 

●都市整備部長山口隆慶君 住宅改修促進制

度につきまして、私の方から御答弁いたした

いと思います。 

制度の状況についてでありますが、高齢な

方の居住環境の向上を図るため、住宅のバリ

アフリー化及び断熱、防寒改修を行う場合に、

その経費の一部を助成するものであります。

助成の対象は、市内に居住する６０歳以上の

方の住宅の段差解消や、高齢者に対応した浴

槽並びに断熱窓の設置などに対し、対象工事

費の３分の１以内、限度額を１０万円以上、

２０万円以内とし、工事の請負については、

市内の業者となっているところであります。
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この制度の活用状況につきましては、平成２

０年度はバリアフリー改修が２件で、助成額

は４０万円、平成２１年度はバリアフリー改

修が２２件、断熱・防寒改修が１８件、合わ

せて４０件で、助成額は７２７万８，０００

円となっております。 

次に、市内業者の工事参加についてであり

ますが、建築関係が１４社２７件、設備関係

が２社３件、建具関係が３社１０件、合わせ

て４０件、工事費用といたしましては、約３，

７５０万円となっております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 吉岡議員の質

問にお答えします。 

初めに、国民読書年に当たり、本市独自の

取り組みについてでありますが、図書館では

５月の子どもの読書週間、１１月の秋の読書

週間に合わせ、特別展を開催するとともに、

ミニコーナーでは、定期的にテーマを変え、

本の貸し出し、本の展示を行うほか、国民読

書年にちなんだ特設コーナーを設けるなど、

子どもや地域の読書活動を推進してまいりた

いと考えております。 

また、先月、中央小学校において開催した

ブックフェスティバルでは、ＰＴＡの皆さん

と、道立図書館のご協力をいただき実現した

ものであり、多くの子どもたちが、珍しいた

くさんの本に触れることができ、読書を通じ

た楽しいひとときを過ごすことができました。 

今後とも、図書館のネットワークを活用し

ながら、学校やボランティア団体等と連携し、

子どもたちが読書に親しめる取り組みを進め

るとともに、広報など、あらゆる機会を通し

て国民読書年の周知を図り、読書の楽しさや

大切さを伝えてまいりたいと考えております。 

次に、市立図書館についてでありますが、

過去５年間の利用状況を申し上げますと、平

成１６年度では、利用人数が２万９，１９１

名で利用冊数が１２万６，７８８冊、平成１

７年度では、利用人数が２万６，３９４名で

利用冊数は１１万４，９４１冊、平成１８年

度では、利用人数が２万６，２７６名で利用

冊数は１１万３，１９４冊、平成１９年度で

は、利用人数が２万５，４００名で利用冊数

は１１万２，３０１冊、平成２０年度では、

利用人数が２万５，０４５名で利用冊数は１

０万８，３７１冊となっております。 

次に、蔵書へのいたずら書きなど迷惑行為

につきましては、利用に支障を来す状態で返

却されるという事例はなく、高いモラルを持

ってご利用いただいております。 

次に、郷土史料館についてでありますが、

データベース化の進捗状況につきましては、

これまで、台帳で管理し、検索や閲覧に時間

を要していた資料の効果的利用を図るため、

国の緊急雇用創出事業を活用し、収蔵品記録

や文書資料３，３２３点、蔵書台帳２万０，

０１６点、視聴覚資料１，８９１点の合計７，

２３０点のデータベース化に取り組み、既に

作業を終えているところでございます。 

また、市民利用につきましては、利用者が

インターネット上で直接行う図書館蔵書検索

システムと異なり、利用者の申し出により、

職員が検索するパソコンシステムであり、資

料の検索にこれまでより迅速かつ的確に対応

できることから、利用者のサービスの向上が

図られるものと考えております。 
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次に、歩くスキーについてでありますが、

スキー用具につきましては、陸上競技場に歩

くスキーコースが整備されたこと、また、ス

キーハイキングやスキーアドベンチャー等の

スキー関連事業をぴぱの湯ゆ～りん館周辺コ

ースで実施していることから、用具貸し出し

がよりスムーズにできるように、パークゴル

フ休憩所に保管・管理をしているところでご

ざいます。また、スキー用具の貸し出しにつ

きましては、教育委員会事務局、もしくはゆ

～りん館に申し込みいただき、無料で貸し出

しを行っております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 自席から何点かについ

て、質問させていただきます。 

まず、福祉灯油についてですけれども、昨

年より受給なさった数が増えているというこ

とは、職員の皆さんや地域の皆さんの努力が

あったからこその結果だと思っております。

受給できる権利のある方は、みんな福祉灯油

の活用をされたら本当にいいんじゃないかな

というふうに考えております。生活保護世帯

の支給を願うという発言は、２０年の第１回

定例会の質問でも取り上げましたが、そのと

きも、市長にはにべもなくはねつけられまし

たし、先ほどの御答弁においても冬期加算が

あるということでした。しかしながら、生活

保護制度上の冬期加算というのは、さっきも

ありましたように、１１月から３月までとい

うことで、この北海道で暮らす、特にこの美

唄の暮らしの中では、ちょっとではなく、大

きなずれがあるというふうに考えています。

寒がりの方でしたら９月からもう火を入れ、

または夏の間でも入れてる方もいらっしゃい

ますし、３月どころか、４月、５月まで、や

はりストーブで暖をとらなければ寒い日もあ

るという状況になっています。制度上の冬は

冬として、私どもも国に働きかけてもいます

し、行政の方でも働きかけていると思います

けれども、加算がつかなくて、寒い気候で、

食費を削って灯油代を捻出するというような

市民がおられるのであれば、その方に福祉灯

油の支給ができないのかというのが私の質問

の意向です。生活保護世帯全体というのは難

しいと思いますけれども、せめて高齢の方で

も寒くて縮こまってるというような状況を少

しでも救うためにも、福祉灯油の支給をでき

ないのかというのが質問の趣旨です。他の自

治体では、生活保護世帯への支給の例もあり

ますから、市長の判断の１つだと思うんです

けれども、お考えをお聞きしたいと思います。 

それから、予防医療についてですけれども、

先ほどの市長の御答弁にもありましたように、

ＷＨＯの勧告にもかかわらず、日本のこのワ

クチン接種の状況というのは、世界の常識か

らはるかに外れてるということを重く受けと

めざるを得ません。どのように遅れているの

かというのは、具体的にはここでは申し上げ

ませんけれども、是非、市長には、この先程

のＶＰＤのホームページを見ていただきたい

というふうに考えます。 

１２月の議会で同僚議員が取り上げたヒブ

ワクチン、また、今回私が質問しました小児

用肺炎球菌ワクチン、子宮頸がんワクチンな

ど、自己負担で接種ということになれば、保

護者負担は大きいものがあります。目先の行

政の負担を考えれば、公費助成なんて荒唐無
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稽だと思われるかもしれませんけれども、子

育て支援策、そして予防することで、将来の

医療費の負担を軽減できる、また保護者の間

接的に発生する負担も軽減できるということ

も、ぜひ考慮に入れていただいて、本市でも

これらのワクチンに対して何らかの助成がで

きないのか、市長の考えをお聞きいたします。 

続いて、住宅改修制度ですけれども、不況

にあえぐ市内の業者の皆さんに３，０００万

円以上のお金がおりるということは、大きな

成果ではないかなというふうに考えています。

私もできるだけ高齢者の方、住み続けられる

ような住宅改修とかあった場合には、この制

度を紹介していきたいというふうに考えます。 

道路整備ですけれども、これは、何かあっ

てからでは遅いんですよね。何かある前に、

やはりきちんと何か危ないところは手立てを

打ってほしい。そのことを是非、行政の方に

お願いしたいと思います。 

それから、教育行政についてですけれども、

国民読書年の取り組みについてですが、読書

することの意義などの、その大きな問題につ

いて、改めてこの場でとうとうと申し述べよ

うと思いませんけれども、１つだけ、小学生

の学力が世界一と評価されているフィンラン

ドでは、国民の図書館の利用率についても世

界一だと調査結果が発表されています。私は、

この年に美唄出身で日本を代表する作家の方

が何人もいらっしゃいますので、美唄で育つ

子どもたちに夢や希望を与えてくれる、そう

いった先輩の著作の紹介などを、過去にも紹

介はされてきたと思いますが、国民読書年と

いう記念すべき年次でもあることですから、

ぜひ旺盛に企画していただいて、１人でも多

くの市民の方に図書館を利用するきっかけを

つくっていただきたいと思いますが、教育長

のお考えをお聞きいたします。 

次に、公立図書館と指定管理者制度につい

てですが、最近、支庁レベルで指定管理者制

度を導入するという報道があります。私は、

民間に任せれば何もかもうまくいくという発

想には大いに問題があると考えています。特

に図書館の運営となれば、指定管理者制度で

は図書館の継続性、蓄積性を守ることが難し

いこと、図書館の自立性、独立性の確保が保

障されず、図書館の自由が脅かされること、

指定管理者制度の目的が経費削減にあるので、

図書館で働く人の一層低賃金化が進行し、不

安定雇用を拡大させてしまうことなどが懸念

されます。市立図書館への指定管理者制度に

ついての教育長のお考えをお聞きいたします。 

同様に、郷土史料館についての指定管理者

制度についても教育長のお考えをお聞きいた

します。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 吉岡議員の質問にお答え

します。 

最初に、福祉灯油につきましては、生活保

護世帯につきましては、冬期加算として一定

の扶助がされておりますので、福祉灯油事業

では支給対象にしていないということでござ

いますけども、今ほど他市の事例等も御紹介

ありましたんで、この辺り、時期的な問題も

含めて、この実態等も把握してまいりたいと

考えてございます。 

２点目の小児用の肺炎球菌ワクチンと子宮

頸がんのワクチン、この公費助成についてで

ありますが、両ワクチンにつきましては、こ
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のほど国内において接種が可能となり、発症

予防に大きな期待が寄せられてきております

が、現時点では任意接種のため高額な接種費

用の負担が過大となっております。このため、

市としましては、他の市町村の動向を踏まえ

ると共に、ワクチン接種の普及に向けて、接

種費用の公費助成について、全道市長会等と

連携を図りながら、今後、国に要望してまい

りたいと考えております。 

３点目の、住宅改修事業でございますけど

も、市が７００万強の助成ということで、工

事費は５倍くらいになるわけでございます。

これは、市内事業者にとって、本当にいろい

ろ評価がされる事業でございます。今回予算

にも増額計上してございますけども、今後、

更に拡大して、市内業者の受注機会が得られ

るような制度にし、高齢者の方が住みよいま

ちづくり、というか美唄に長く住んでいただ

くような、この政策につながるよう努力して

まいりたいと思っております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 吉岡議員の質問にお答

えします。 

初めに、国民読書年についてでありますが、

これまでも本市出身の作家としましては、後

藤竜二氏の児童文学作品展や、講演会、高田

三郎氏の絵本の原画展などを開催したところ

でございます。 

本年は特に、国民読書年に当たることから、

図書館、児童室などに本市出身の作家の作品

展示コーナーを設けるなど、子どもたちが本

に関心を持ち、本に親しむことのできる読書

活動の推進に取り組んでまいりたいと考えて

ございます。 

次に、指定管理者制度についてであります

が、本市では、平成１８年度から公の施設に

指定管理者制度を順次導入してきております

が、指定管理者の基本方針では、公の施設の

行政責任の確保に配慮しながら、判断基準に

照らし、導入を決定することとしております。

このため、図書館、学校など個別の法律によ

り管理者が特定されている施設については、

当面、指定管理者制度の対象としないことと

しているところでございます。 

次に、郷土史料館でございますが、郷土史

料館につきましては、現状の施設の運営形態

から判断して、指定管理者制度になじまない

事から、当面、対象施設としないことと考え

ているところでございます。 

以上です。 

●議長内馬場克康君 １番、吉岡文子議員。 

●１番吉岡文子議員 予防医療のワクチンに

ついてですけれども、今とても、マスコミと

かでも、この先ほどから述べてまいりました

子宮頸がんワクチンについて、芸能人の仁科

亜季子さんもご自分がこの子宮頸がんを患っ

たという事で、ワクチンの公費負担について

の発言をされているということもありますし、

それから、全国的にも各自治体で、先ほど述

べましたように、子育て支援などの観点から

公費助成が始まってきています。 

先ほど、市長も述べられていましたけれど

も、年間１万５，０００人の女性が罹患して

３，５００人の方が亡くなるというふうにな

っています。ワクチンと検診の二重構えで、

この子宮頸がんワクチンは１００％予防がで

きるという病気になったということが言えま
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す。幌加内町が、全額助成が今年２月に決定

されましたし、新潟県の魚沼市、埼玉県志木

市、兵庫県明石市、東京杉並区でも公費助成

が開始されています。このワクチンの接種に

効果的なのが、性行動を始める前の１０代全

般とされることから、この年代に子宮頸がん

やワクチンの大切さを知らせ、併せて、分別

がわかる少女になってるわけですから、学校

でも、親子でも、自分の体や性について学び、

考える機会ととらえるならば、定例会初日に、

教育長の教育行政執行方針がありましたけれ

ども、その中で教育長が発言されていました

性に関する指導について、より一層効果的な

状況になるのではないでしょうか。本市の財

政状況をかんがみれば、公費助成が困難とい

うのもうなずけるところですけれども、それ

ならば、なお一層のこと、市長には腰をすえ

て国や道への声をあげていただきたいと考え

ます。 

命を守りたいと繰り返した鳩山首相に、国

としての制度の実現を求める声を、美唄市長

として大きくあげていただきたいと思います。 

私も市長とは別の角度から声をあげていこ

うと思っております。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 吉岡議員の質問にお答え

します。 

子宮頸がんワクチンについてでありますが、

子宮頸がんに対する予防効果は大変大きいも

のと認識しております。このようなことから、

若い世代の女性が子宮頸がんに対する予防意

識を高めていただくため、教育委員会とも連

携し、正しい知識の普及に努めてまいりたい

と考えております。 

また、ワクチン接種の普及には費用負担の

軽減措置が不可欠であることから、市としま

しては、今後、接種費用の公費助成につきま

して、全道市長会等とも連携を図りながら、

国に対して強く要望してまいりたいと、この

ように考えております。 

いずれにいたしましても、この子宮頸がん

ワクチンというのが、非常に、７割から８割

の効果があると。このことを踏まえて、今後、

この点も国に対して強く要望してまいりたい

と考えております。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

１０番、小関勝教議員。 

●１０番小関勝教議員（登壇） 平成２２年

第１回定例会に当たり、大綱３点について市

長に質問をいたします。 

大綱の１点目は、戸別所得補償制度につい

てであります。昭和４５年から米の生産調整

が始まり、平成２１年度までの間に国内自給

率向上を図るべく、米に変わる小麦、大豆、

野菜等々の生産振興が行われてまいりました。

この間、生産調整にかかわる政策は、ほぼ３

年ごとに政策転換が行われ、農業者は担い手

の減少、高齢化が進む中で、規模拡大を図り

ながら、外国産農産物との競争を行うべく、

安全・安心な農産物を提供をしてきました。

また、農業所得の減少を、農地集積等々によ

る生産コストの軽減策を図り、経営安定に努

めている現状でもあります。 

今般の政権交代により、農業政策は戸別所

得補償制度へシフトし、平成２２年度から実

施が予定されている戸別所得補償モデル対策

の骨格が固まったとの報道がありました。こ

の制度は、農政の大転換でもあり、多くの農
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業者は期待と不安が入り混じる中で、この制

度に注目をしています。そこで、この制度に

関し５点についてお聞きをいたします。 

１つ目は、戸別所得補償制度の目的につい

てであります。 

２つ目は、本制度が目指す方向について。 

３つ目は、本制度における自給率向上の考

え方について。 

４つ目は、本制度の実施に伴う事務量の流

れの変化と市のかかわりについて。 

５つ目は、今後における市の農業の将来展

望、方向性を生産者へどのように指導をして

いるのか。 

大綱２点目は、圃場整備事業であります。

本市の基幹産業である農業の振興は重要な課

題であります。農業者の高齢化が進む中、農

地集積、規模拡大を図る上での担い手農家の

育成は、急務の状況下にあります。しかしな

がら、圃場整備は、約７０％が未整備の状況

にあります。圃場が小さいために、近年の農

作業機械の大型化に対応できず、非効率的な

農作業を強いられています。また、用排水分

離がなされていないため、排水不良を呈し、

転作作物の計画的な輪作体系にも影響がある

事から、国営による大区画の圃場整備事業が

計画をされています。一方、平成２０年度か

ら道営圃場整備事業がスタートをいたしまし

た。これらの２つの事業の早期着手、そして

完了が待たれるところです。そこでお聞きを

いたしますが、１つは、国営農地再編整備事

業についてであります。平成２２年度の土地

改良事業の予算が大幅に減額となり、空知管

内長沼町をはじめ、道内各地域では事業計画

が遅れるのではないかという報道がありまし

た。本市で計画をされている国営事業、計画

では３，０００ヘクタール強ですが、少なか

らず影響が懸念されております。事業計画に

対する現状と、今後どのように推進をされて

いこうとしているのか。 

２つは、道営圃場整備事業でありますが、

本市では、平成２１年度から３地区で面事業

が実施をされています。そこで、事業実施計

画に伴う工事実施済み面積と新年度整備が予

定されている面積、当初計画面積の対比及び

予算内容についてお聞きをします。 

大綱の３点目は、美唄産農産物・特産品を

通じた交流であります。美唄市は中標津町と

平成１８年から美唄歌舞裸祭り、中標津の産

業祭り等で相互交流を行っています。美唄の

農産物、また特産品が中標津町でどのような

評価を受けているのか。一方、中標津町の乳

製品が美唄歌舞裸祭りで販売をされていまし

たが、これらの地元評価はどのように受けと

められているのか。また、今後の交流をどの

ように深めていこうとしているのか。 

さらには、道東、道北等ではお米が生産を

されておりません。これらの地域自治体との

連携を図ると共に、美唄産米や特産品のＰＲ

を図っていくべきではないかなと、このよう

に思いますが、その考え方についてお聞きを

いたします。 

以上、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 小関議員の質問

にお答えします。 

初めに、戸別所得補償制度についてであり

ます。戸別所得補償制度の目的についてであ

りますが、国は、意欲のある農業者が農業を
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継続できる環境を整え、国内農業の再生を図

ることで、日本の食料自給率の向上を図ると

もに、農業の有する多面的機能が将来にわた

って、適切かつ十分に発揮されるようにする

ことを本制度の目的としております。 

次に、本制度が目指す方向についてであり

ますが、国が自給率の向上を図るためには、

日本のすぐれた生産装置である水田を余すこ

となく活用することが重要であり、そのため

には、米の需要が減少する中で、米以外の作

物を増大させることが必要であり、その前提

として水田農業の経営を安定させ、自給率向

上に取り組む環境をつくっていくことが不可

欠であると考え、平成２３年度の戸別所得補

償制度の本格実施に向けて、事業の効果や円

滑な事業運営を検討するために、平成２２年

度において戸別所得補償モデル対策を実施す

るものであります。 

次に、本制度における自給率向上の考え方

についてでありますが、稲作農家は、米だけ

ではなく麦や大豆などの転作作物を水田に作

付けしています。一方、畑作でも麦や大豆が

作付けされていますが、畑は作付け拡大の余

地が余りないために、国は水田をターゲット

に、麦、大豆、飼料用・米粉用米の作付け拡

大を図ることが自給率向上の鍵と考え、麦、

大豆とセットで米に支援を行い、水田農業の

担い手の経営安定を通じて、水田を活用して

転作作物の増産を図ることとしております。 

モデル対策の概要につきましては、水田利

活用持久力向上事業では、水田に作付けした

麦、大豆のほか、米粉用などの新規需要米な

どに対して、１０アール当たりで最高８万円、

農業者へ直接交付されますが、平成２２年度

も継続して安定的な生産体制が維持できるよ

う、激変緩和措置も講じられることになって

おります。 

また、米戸別所得補償モデル事業では、米

の生産数量目標に即して生産を行った農業者

に対し、定額部分として１０アール当たり１

万５，０００円が交付され、米の価格が下落

した場合には、変動部分が加算されることと

なっております。 

次に、本制度の実施に伴う事務量の変化と

市のかかわりについてでありますが、農業者

への米の生産数量目標配分や、現地確認など

の業務はこれまでと基本的には同様で、各農

協ごとに設置している地域水田農業推進協議

会において実施することになっております。 

なお、交付金については、昨年度までは地

域水田農業推進協議会が農業者へ交付してお

りましたが、本制度では、地域水田農業推進

協議会が現地確認等の結果を国へ報告し、そ

の結果をもとに国から農業者へ直接交付され

ることとなっております。 

市ではこれまでも、農業者に対する説明を

農協とともに行ってきたところでありますが、

今後においても、地域水田農業推進協議会と

連携して、農業者への本制度の普及と推進に

努めてまいりたいと考えております。 

美唄市農業の将来展望等についてでありま

すが、昨年１２月の時点では、市全体で約１

億０，１００万円の助成額が減少すると試算

しておりましたが、米戸別所得補償モデル事

業の定額部分の交付単価が１０アール当たり

１万５，０００円と決まった事から、新年度

に実施される戸別所得補償制度で本市へ交付

される交付額は、まだ未確定な激変緩和措置
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の部分を除いても、約１９億円と試算してお

り、平成２１年度の産地確立交付金、約１７

億８，０００万円と比較し、約１億２，００

０万円多く交付されるものと見込んでおりま

す。 

本市農業は、米を中心としながら、麦、大

豆、野菜などを取り入れた複合経営を確立し、

農家経営の安定と所得の向上を図っていくこ

とが重要であると考えております。このため、

消費者の皆さんに信頼される安全・安心な農

産物づくりを進めるために、農協をはじめ、

空知農業改良普及センターなどとの連携を、

これまで以上に深めながら、生産技術の向上

や基盤整備、土づくりなどを推進し、農業経

営の安定や農家所得の向上に向けて取り組ん

でまいりたいと考えております。 

また、戸別所得補償制度は、平成２２年度

はモデル対策を実施し、平成２３年度から本

格実施される予定ですが、今後の国の動向い

かんによっては、本市農業に大きな影響を及

ぼすものと考えておりますことから、関係団

体等とさらに連携を深め、情報の収集などに

努めてまいりたいと考えております。 

次に、圃場整備事業について、国営農地再

編整備事業の現状と今後の取り組みについて

でありますが、現在、事業計画の策定に向け、

事業区域や区画形状の確認のほか、仮同意取

得の準備を進めております。新年度において

も、事業採択に向け調査を継続してまいりま

すが、土地改良予算の縮減により、平成２２

年度着工予定でありました長沼町の南長沼地

区が継続調査となったことから、本市を初め

他の調査地区や、事業実施地区で事業の円滑

な推進等に大きな影響を受けているところで

あります。このような現状を踏まえ、昨日、

道内１２地区の関係市町村で構成する北海道

国営農地再編整備事業連絡協議会の臨時総会

が開催され、事業予算の確保や新規地区の採

択に関する今後の対応策と、その活動の展開

方向などを確認したところであります。今後

とも、北海道国営農地再編整備事業連絡協議

会や関係団体などと連携を図り、平成２３年

度の事業採択に向け、国に強く要望してまい

ります。 

次に、道営圃場整備事業についてでありま

すが、峰岩地区、沼の内地区、中美唄地区の

３地区の平成２１年度までの実施済み面積の

合計は、１４ヘクタールとなっております。

平成２２年度の当初計画では、事業費は３地

区合計で１７億２，７７０万円、区画整理面

積は１２１ヘクタールを予定しておりました

が、土地改良予算の縮減により、１１億２，

９３０万円、８９ヘクタールとなり、当初計

画と比べますと、事業費５億９，８４０万円、

区画整理面積３２ヘクタールの減となってお

ります。平成２２年度の事業費１１億２，９

３０万円の内訳につきましては、峰岩地区３

億６，８００万円、沼の内地区３億８，９２

０万円、中美唄地区３億７，２１０万円とな

り、事業内容については、整地、暗渠、用水

路・排水路、農道等の区画整理を実施するこ

ととしております。 

次に、農産物、特産品を通じた交流につき

まして、中標津町における美唄の農産物、特

産品の評価についてでありますが、本市と中

標津町は、平成１８年度からそれぞれのイベ

ントにおいて農畜産物等を介した相互交流を

行ってきており、昨年１０月に開催された中
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標津町の「まちなかにぎわい秋の陣・清流物

語２００９」では、美唄産のお米やとりめし、

米粉や米粉お菓子、袋やきそばなどを出品し、

そのほとんどが完売したと聞いております。

こうした本市の農産物や特産品は、町民の皆

さんに高い評価を得ていただいており、また、

この交流を通じて、ＪＡ中標津の店舗で美唄

産米が通年で販売されるなど、その成果もあ

らわれてきているものと考えております。ま

た、中標津町の乳製品は、８月の歌舞裸祭り

において販売され、産地直送ということもあ

り、その新鮮さから多くの市民が購入してお

り、本市においても中標津町の乳製品に対す

る認識が徐々に高まってきているものと考え

ております。 

次に、他自治体への農産物、特産品のＰＲ

についてでありますが、農産物、特産品を通

じた中標津町との物産交流をさらに推進して

いきながら、周辺の市町村、あるいは道北地

域の自治体に対する本市の農産物、特産品の

ＰＲの方法等につきまして、農協を初め関係

団体などと検討してまいりたいと考えており

ます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １０番、小関勝教議員。 

●１０番小関勝教議員 一通り答弁をいただ

きました。自席から何点かお伺いしたいと思

います。 

１点目は、戸別所得補償のモデル事業の交

付単価についてですけども、先ほど、答弁の

中で自給率向上と、この観点の答弁の中でも

ありましたけれども、この交付単価について

ですけども、定額部分、これが１０アール当

たり１万５，０００円と、さらには変動部分

の２階建てになっているということです。こ

のうちの定額分ですけども、販売価格が標準

的な販売価格を下回った場合と、このように

あります。この標準販売価格、これ１０アー

ル当たりの販売額の算定は、これは全国平均

で考えるのか、または都道府県別になるのか。

それと、もう一方の交付対象面積なんですけ

ども、一律１０アール控除すると、このよう

になります。この交付対象面積の主食用米の

作付面積から、一律１０アール控除して算定

すると、このようなふうになっておりますけ

ども、これらの内容について、どのような形

で行われようとしているのか。 

このモデル事業については、今の当初予算

では３，３７１億ほど見ているわけですけど

も、この取り組み、全国平均値なのか、さら

には、１０％控除するというのはどういうこ

となのか、これについてひとつお聞きをした

いと思います。 

２つ目は、道営圃場整備で新年度の実施予

定面積８９ヘクタール、これは、計画面積１

２１ヘクタールに対して、このようになると

答弁をされておりました。そうすると、農業

者、昨年秋の時点で１２１ヘクタールが事業

に組み込まれると、こう認識をしていたと思

うんですよ。それが事業実施面積の、これで

いきますと、約２６％対象外になるというわ

けです。この対象外となった農地、これが、

新年度予定されている水田利活用の持久力向

上事業、従来でいう転作なんですけども、こ

の事業の対象になるのか、特に、春まき小麦

については、昨年の秋、すなわち播種前契約

ということで、前年度の秋までに契約をしな

ければならないと。作付けができないよと、
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このようにも言われているわけです。仮に、

契約をしていないで作付けをしても、この持

久力向上事業で交付される麦１０アール当た

りですけども、３万５，０００円の対象にな

らないというふうにも聞いています。この事

業の内容と、新年度で圃場整備事業が行われ

ない受益者に対して、美唄市としてどのよう

な対応をとっていこうとしているのか、この

ことについてお聞きをしたいと思います。 

３点目、中標津との交流ですけれども、現

在、美唄産が交流を機に年間を通じて販売さ

れているという評価をいただいているという

ことです。さらに、これらにつきましても、

交流を深める、今後もっと深めていくという

事を考えますと、学校の米飯給食、これらに

も取り組んでもらったらどうかなと、こんな

思いもしておりますし、また、美唄でも中標

津産の特産である牛乳、これを学校給食にも

取り入れて見てはどうかなと、そういう相互

交流を、お互いの特産品、または、農産物の

交流をさらに深めていくことによって、どん

どんとお互いのそういう物が消費が増えてい

く。あくまでも美唄の中で地産地消も当然進

めていかなければなりませんけども、今後は

もっと、農産物を幅広くそれぞれの自治体の

中で取り組んでいく、そういうことが必要じ

ゃないかなというふうに思っております。そ

れで、この中標津で今現在、米飯給食で年間

どれぐらいお米が消費されているのか、また

美唄で給食の時に牛乳がどれぐらい使用され

ているのか、これらについて、併せてお聞き

をしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 小関議員の質問にお答え

します。 

初めに、米戸別所得補償モデル事業の変動

部分の単価についてでありますが、当該年産

の米の販売価格が標準的な販売価格を下回っ

た場合に、その差額を変動分として交付する

こととなっております。その交付単価は、仮

に平成２０年産米の販売価格が低下した場合、

平成１８年から２０年産米の全銘柄平均の総

体価格より求めた標準的な販売価格と、新米

の出回りから翌年１月までの全銘柄平均の総

体価格の総額を１０アール当たりに換算した

金額となります。この変動単価は、全国一律

で生産目標水準に即して生産した販売農家の

作付面積に応じて交付されると聞いておりま

す。 

次に、交付対象面積から一律１０アールを

控除する理由についてですが、作付面積のう

ち１０アール以下の部分は、自家飯米や縁故

米に供されるものとみなして、一律１０アー

ルを控除することになっているものでありま

す。 

次に、道営圃場整備事業についてでありま

すが、平成２２年度の事業対象外となった農

地が、水田であれば水田利活用持久力向上事

業の交付対象となりますが、実需者との出荷

契約等がないものは対象外となるため、契約

時期を終えた春まき小麦に対しては、交付さ

れません。このため、圃場整備事業の対象外

となった圃場については、大豆などの作付け

を農協等と連携を図りながら指導してまいり

たいと考えております。また、次年度以降も

同様のケースが予想されることから、国の動

向を的確に把握し、関係機関・団体と連携し

ながら、受益農家の営農に支障が生じないよ



-  - 48 

う、その対応に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、学校給食についてでありますが、中

標津町の米飯給食における年間の消費量は、

約２７トンで、使用している米は旭川地域の

ものと伺っております。また、本市の学校給

食における牛乳の消費量は、平成２０年度で

約７万８，０００リットル、２００ＣＣのパ

ックで申し上げますと、約３９万パックを使

用しております。学校給食において、それぞ

れの特産である米や牛乳を取り入れる事は、

両地域の交流がさらに充実したものとなると

思われますが、現在のところ契約先とのかか

わりや、価格面など、諸課題がある事から、

関係機関との調整など、今後、中標津町と協

議・検討してまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 １０番、小関勝教議員。 

●１０番小関勝教議員 モデル事業の関係な

んですけども、先程も２段階の部分の答弁が

ありました。ただ、一番心配するのは、これ

らについて全国平均だと、こういうふうに答

弁されておりましたけれども、果たして全国

平均が北海道、美唄市においても実際のお米

の中でいいのかなと、こんな気もしています。

というのは、府県産米から見ると、道産米と

いうのは販売価格が低いと、こういうことも、

約２，０００円近い価格差があるわけです。

それを全国平均一律にした場合の、その部分

で果たして下回った部分の中についてくんで

あれば、これは道産米には好影響がでるのか

なと、こんな思いもしていますけれども、今

全国平均でやられるということは、すべてが、

下落した部分、高い部分もあっても低い部分

があっても、同様の扱いだとなると、逆に価

格が下がった場合に、これらについては、北

海道産米というのは、ちょっと差が縮まって

しまうのかなと、こんなふうに、答弁の中で

聞いておりました。いずれにいたしましても、

今後、この１年間がモデル期間ということで、

２３年から正式な戸別所得補償制度がスター

トをするということです。当然、８月には２

３年度に向けた予算編成に入っていき、その

中で、先程の圃場整備じゃありませんけれど

も、１２月に骨格が決まると。こういう状況

の中に持っていきますと、この麦の作付けに

ついても、また１つの影響が出るのかなと、

こんな懸念も実はしています。これらにつき

ましては、まだ詳細的なものが出ていないと

いうことでありますので、できるだけ北海道、

または美唄市において、農業所得がしっかり

と確保できるような、そして予算編成の中で

の落ちこぼれ部分をしっかりと農業所得につ

ながるような、そういう施策を道・国に向か

ってしっかりと要望していっていただきたい。

このことをお願いして質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

５番、高橋幹夫議員。 

●５番高橋幹夫議員（登壇） 平成２２年第

１回定例会において、大綱２点について市長

にお伺いいたします。 

大綱の１点目は、地域経済についてであり

ます。 

その１つ目は、第６期美唄市総合計画にお

ける地域経済計画についてであります。我が

国の経済状況は、国内需要は依然弱いものの、

輸出の増加とあわせて生産も持ち直すなど、

下げ止まりに向けた動きが見られると言われ
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ておりますが、政権交代による政策の方向が

不透明など、不安要素を抱えたまま推移して

いるとも言えます。また、道内景気は、個人

消費は横ばいで推移している中、失業率が高

い水準で保つなど、特に雇用情勢は厳しい状

況が続いていると考えます。 

このような中、当市においては、昨年の農

作物の不作や、依然として消費の冷え込みが

続き、中心市街地の疲弊や、少子高齢化が加

速する中、人口の減少の一途をたどっており、

あらゆる業種、業態に影響を及ぼし、極めて

厳しい経済状況にあると言わざるを得ません。

そこで、平成２２年度をもって終了する第５

期美唄市総合計画においては、豊かで活力あ

る産業が広がるまちづくりを基本としながら、

地域産業の振興の推進にさまざまな事業を通

じ、努められてこられましたが、今までの課

題や問題点をどのような形で整理され、現在

策定中であります第６期美唄市総合計画に反

映されようとしているのか、お伺いいたしま

す。 

その２つ目は、地域の特性を生かした経済

対策についてであります。経済の発展には、

国の大胆な政策が必要でありますが、地域独

自の活性化により、景気を回復させる施策も

並行して考えなければなりません。これから

は市内住民を対象とした市内消費による活性

化には限界もあることから、市外からの消費

者を呼び込み、消費拡大を推進することも必

要になってくると考えます。そのために、地

域資源を生かした魅力的な観光対策が不可欠

と考えますが、観光がもたらす経済振興の当

市における考え方をお伺いいたします。 

次に、美唄市が豪雪地帯という地域性をい

かした推進事業であります。大規模冷温食糧

備蓄基地誘致について、お伺いいたします。

長年、商工会議所や農業を初めとする関係団

体と議論を重ね、施設が地域でもたらす経済

の振興や活性化などといった必要性を共通認

識しながら、誘致活動を推進して来たことは

承知しているところでございますが、他市町

村における雪氷エネルギー利活用の研究の活

発化や、国の政権交代の影響によって、方向

が不透明な状況にあることから、取り組みに

先駆的な当市においては、実現に向けての誘

致活動をさらに加速することが必要と考えま

す。市長の御見解をお伺いいたします。 

次に、本市における移住・定住の推進につ

いて、お伺いいたします。本市における人口

の減少は深刻な問題であり、地域経済の発展

とは密接に関係し、業者にとっては死活問題

になっていることから、本市における人口対

策は急務であります。このことは、他の自治

体にも共通する課題であり、対策に苦慮して

いるところが大半を占めていると認識してお

ります。しかしながら、市有地の安価提供や、

税金の優遇措置、生活環境の改善など、特色

ある独自の政策により、移住・定住を推進し、

結果、人口増に転じている自治体も少なくな

いと承知しております。就労や日常生活の利

便性といった課題もあることから、人口増が

地域経済の活性化に直結するとは考えにくい

点もございますが、このことは、少なからず

地域の疲弊の解消に向かい、地域に対する希

望もわいてくると考えます。そこで、当市に

おける移住・定住の推進について、今までに

おける事業の検証と、課題の解決に向けた今

後の取り組みについて、お伺いいたします。 
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その３つ目は、農商工連携についてであり

ます。農商工連携とは、農林水産業者と商工

業者がそれぞれの有する経営資源を互いに持

ち寄り、新商品、新サービスの開発などに取

り組むことであり、平成２０年７月に農商工

等連携推進法が施行され、取り組もうとする

事業者の方々の事業計画を国が認定し、認定

された計画に基づいて事業を実施する方々を

各種支援策でサポートするもので、農林水産

省と経済産業省が共同で支援しております。

既に、全国では地域特産品の販売するインタ

ーネットサイトの立ち上げによる販路の開拓

支援や、商店街の空き店舗を活用した地元農

林水産物のアンテナショップを設置・運営す

る事業への補助金など、さまざまな施策を実

施していると承知しております。そこで、本

市における農商工連携の考え方について何点

かお尋ねします。 

まず初めに、商品やサービスの販売利益を

長期的に安定・拡大させるためのブランドの

確立についてお伺いします。ブランド化によ

って、指名買いするユーザーの獲得が可能に

なりますが、そのためには、他とは異なる魅

力や容易にまねされない商品といった、価値

の厳選が必要と言われております。美唄市に

はおいしく安心で安全な農作物がたくさんあ

ることから、ブランド化を推進することで特

色のある商品の開発や販売がさらに加速し、

地域の活性化が図られると考えますが、御見

解をお伺いいたします。 

次に、関係団体とのネットワーク化につい

てであります。農商工連携で欠かせないのは、

生産者から販売者まで多くの関係者が目的意

識や情報を共有することであります。消費者

ニーズの把握や景気動向といった事由の検証

や、持続可能な経営力を身につけ、人材、資

金、生産資源、技術、ノウハウなどといった

経営資源の質と量を充実させるためにも、多

面的な角度からのネットワークの構築が必要

であると考えますが、御見解をお伺いいたし

ます。 

次に、地域ＩＣＴ利活用モデル推進事業に

ついてであります。美唄市の情報をタイムリ

ーに提供し、美唄ファンを増やす事で、地域

の活性化を図る地域ＩＣＴ利活用モデル推進

事業は、国からの支援が終了し、今年度より

独自の事業展開を図ることとなりました。３

年間の実証を振り返り、その結果からどのよ

うな成果や課題があったのか。また、その継

承を踏まえ、今後どのように事業展開をされ

ようとしているのか、お伺いいたします。 

その４つ目は、中心市街地活性化について

であります。中心市街地活性化については、

以前にも一般質問で取り上げさせていただき、

確立に向けた取り組みの現状や方向性を御答

弁いただきました。他市町村の取り組みに目

を向けると、平成２１年５月に、内閣府は、

市街地の整備改善、都市福利施設の整備、ま

ちなか居住の推進、商業の活性化や公共交通

機関の活性化などの一体的な推進など、１４

６の認定事例を公表しており、その中には、

岩見沢、砂川、滝川といった空知管内の事例

も含まれております。１９９８年まちづくり

３法の制定により、中心市街地活性化の支援

策が強化され、本市も早くから取り組んでき

た経緯もあります。美唄市として、推進に当

たり、取り組みに参加されているわけですが、

関係団体ではどのような協議がなされている
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のか、現状をお聞かせください。また、現在

抱えている課題や今後の予定と方向性や展望

についてもお伺いいたします。 

その５つ目は、人的資源の発掘と人材育成

についてであります。地域で長く企業を経営

していると、企業経営のための研修会などに

多くの参加をする機会があり、その中で、「人

は宝」という言葉をよく耳にします。これは、

人材が会社の繁栄を築き、会社への貢献と社

員の幸せにつながるという理念であります。

人材の発掘と育成は、地域の活性化をつかさ

どる重要な営業、経営戦略であるという観点

から、何点かご質問させていただきます。 

まず初めに、観光大使の設置についてであ

りますが、その地域の関心をもって行動を起

こしていただくために、地域の魅力を対内的、

対外的に情報を提供することが必要と考えま

す。ネットや広報誌は、広域で瞬時に提供で

きるツールとしては有効ですが、人に物を伝

えるためには、体面で心の通ったコミュニケ

ーションをとることが、最も説得力があり、

重要な情報提供の方法だと考えます。そこで、

美唄市の魅力を細かく提供できる専門員の必

要性は過去にも御答弁をいただいて認識をし

ておりますが、今後に向けた展開として、庁

内外の公募によって専門員を採用し、権限と

予算を担保してあげる事で、やる気と責任が

育まれ、積極的に事業を進めることができる

と考えますが、市長の御見解をお伺いいたし

ます。 

次に、永年勤続従業員表彰についてであり

ますが、商工会議所では、長くその企業の職

務について、勤務内容も優秀な人材に対し、

勤続年数に応じ表彰する制度がございます。

人を褒めるという行為は、日常生活の中にお

いても相手に対して敬意を表する、極めて人

間的な行為と考えます。永年、地域経済の原

動力として貢献してきた市民に対し、美唄の

誇りとして表彰する事は、「人は宝」の観点か

らも最も重要なことではないでしょうか。ぜ

ひ実現に向けて、関係団体ともご協議をいた

だきたいと考えますが、御見解をお伺いいた

します。 

次に、経営教育についてでありますが、経

営感覚に優れた担い手の確保・育成は、将来

の地域経済の動向に大きく影響を及ぼすもの

と考えます。子どもの頃から企業や商売の楽

しさに触れることで、仕事に対する苦労やお

金や物に対する認識が育まれると考えます。

また、企業支援、インキュベーター事業の確

立は、構造変化によって多様化する社会ニー

ズに合わせた企業興しを推進することにつな

がり、将来の雇用を生み出すことになります。

そこで、関係団体と連携を図りながら、市街

の空き店舗や空き地を活用し、子どもマルシ

ェや田舎の子ども仕事館などといったチャレ

ンジショップを開催し、世代間交流などの展

開を考えてみることも重要と考えますが、御

見解をお伺いいたします。 

次に、障がい者雇用についてお伺いいたし

ます。美唄市には何らかの理由で就業ができ

ない市民もたくさんおられ、特に障がいを持

つ市民は、就職先も限定され、将来に希望が

持てない方も少なくないと聞いております。

国は、障がい者の就労威力は近年急速な高ま

りを受け、障がい者が就業を通じ誇りを持っ

て自立した生活を送ることができるよう、障

がい者雇用対策を進めております。具体的に
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は、障がい者の雇用の対策として、企業に対

し雇用する労働者の１．８％に相当する障が

い者を雇用することを義務付けております障

がい者雇用率制度があります。また、これに

満たさない企業からは、納付金を聴取してお

り、雇用義務数より多くの障がい者を雇用し

ている企業に対し調整金を払ったり、障がい

者を雇用するために必要な施設設備費等に助

成をしたりしております。加えて、障がい者

本人に対し、障がい者就業訓練や、職業紹介、

職場適応援助者等の就業リハビリテーション

を実施し、それぞれの障がい特性に応じたき

め細かな支援がなされるよう配慮されており

ます。そこで、国や道の施策が円滑に実施さ

れるためにも、各自治体として、役割もさら

に重要になってきている事から、美唄市とし

ての障がい者雇用に対する考え方と、現状の

支援策をお伺いいたします。 

大綱の２点目は、行財政改革についてであ

ります。 

その１つ目は、職員の研修についてお伺い

いたします。市職員においては、日ごろより

それぞれの所管において市長のリーダーシッ

プの下、信頼される行政の遂行に御尽力いた

だいてることは大変評価するところですが、

一方では、市民からは、市職員の意識や行動、

市役所内の制度に対して厳しい指摘もあるこ

とも事実であります。市の職員は、地方分権

の進展に対応した質の高い行政サービスを効

率的かつ安定的に提供することが求められて

いると共に、厳しい行財政運営に対応できる

施策形成能力が求められ、その実現のために

人材育成の研修は大変重要なことと考えます。

そこで、当市における研修制度について、ど

のような効果がもたらされているものと認識

されているのか、また、現行の研修制度での

問題や課題はないのか、お伺いいたします。 

次に、研修制度では民間感覚を養うために、

庁外研修として実践を通じた美唄市独自のプ

ログラムも必要と考えますが、民間への派遣

研修の活用について御見解をお伺いいたしま

す。 

次に、人事交流についてでありますが、美

唄市は現在、副市長を初め、数名の職員が北

海道庁と人事交流を行っているわけですが、

この交流制度の根拠と交流によってどのよう

なメリットがあるのか、その辺の御認識をお

伺いいたします。また、交流人事で培った経

験や知識を最大限生かし、市民サービスに反

映させるためにも、今後さらに継続をし、活

用する必要があるかと考えますが、御見解を

お伺いいたします。 

その２つ目は、事務執行体制の改善につい

てお伺いいたします。道営住宅建設用地の道

への売却の問題による１億円の歳入欠陥の発

生、法面保護土設置工事の入札における業者

の辞退、予算の減額及び再提案、最終処分場

の委託料の補正などを見ると、予算請求段階

での要所額の見積もり、予算査定、起工手続

など、事務執行システム全般にわたり改善が

必要であり、また、節目節目でチェック機能

が働くようにすることも重要かと考えます。

そこで、事務執行体制の改善に向けて何点か

お伺いいたします。 

まず初めに、事務執行体制の改善方向など

についてお伺いいたします。市長は、体制の

改善について今年の２月の臨時会において、

同僚議員の質問に対し、事務の適正化に向け
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て職員の指導に努めており、今後とも、適正

な事務執行体制の早期確立に向け、全力を挙

げて取り組んでまいると答弁されております

が、現行の事務執行体制のどこに課題があり、

それをどのように改善していこうとしている

のか、基本的な考えをお伺いいたします。 

次に、予算請求や査定のあり方についてお

伺いいたします。法面保護土設置工事につい

ては、昨年の７月の臨時会で１，０００万円

の予算を議決いたしましたが、結果として入

札の辞退があり、一たん事業を取りやめ、２

月の臨時会で１，９００万円の予算案が提案

された経緯がございます。また、最終処分場

の委託料については、２０００年度予算が７，

２３７万３，０００円に対し、平成２１年度

予算は６，３８６万１，０００円となってお

り、結果として不足分の１，１４８万５，０

００円を２月の臨時会で補正することになり

ました。これらの一連の動きを見ていると、

予算査定において法面保護等の工事について

は、工法まで確認し、また、最終処分場の委

託料についても２０年度に比べ２１年度予算

請求が減額になっている点を、関係部局間で

十分にチェックさえしていれば、こうした問

題を避けられたことができたのではないかと

考えます。この点においては、参考資料とし

て議会に提出されている予算資料において、

趣旨・目的・事業の実施体系と内容などにつ

いては記載はございますが、事業の必要性や

前年度予算の記載がないことからも、かいま

見ることができます。今回の件を教訓として、

予算請求や査定のあり方について要求書の様

式の見直しも含め、抜本的に見直しを行うこ

とにより、単に事務の適正実施にとどまらず、

予算請求から査定を通じ、政策論議が活発し、

予算の効率的な執行につながるものと考えま

すが、市長の見解をお伺いいたします。 

以上で、この場からの質問を終わらせてい

ただきます。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 高橋議員の質問

にお答えします。 

初めに、地域経済について、地域産業計画

についてでありますが、昨年１２月、本市が

実施した経営設備動向調査では、前年比較で

売上高が減少したと回答した業種で一番多か

ったのは、飲食・宿泊業で７社すべてが減少、

次いで、サービス業１０社のうち７５％、卸

小売業４９社のうち７０％、運輸業１３社の

うち６２％、製造業３２社のうち５３％、建

設業３７社のうち４３％、また、全体では１

８０社のうち５９％減少と回答しており、調

査結果を見ると、本市の経済状況については

長引く景気の低迷などにより、大変厳しい状

況にあると受け止めております。また、経済

団体や事業者の方のお話などを総合的に勘案

すると、小売業は売り上げが減少し、工業も

出荷額が緩やかに減少する傾向にあり、中心

市街地のにぎわいの創出や公共事業が縮減す

る中にあって、建設業の新分野進出などのさ

まざまな機会の確保を図ること、また、農業

を核として加工食品の製造など地域資源を有

効に活用した事業化が求められていること。

観光については、地域資源を結びつけ、より

魅力ある観光企画商品づくりを進めること。

また、少子高齢化に対応した住宅改修や、宅

配サービスなどのコミュニティビジネスなど、

新しい産業興しを進めることなど、さまざま
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な課題があるものと認識してるところであり

ます。こうした中で、地域産業の発展を図っ

ていくためには、それぞれの課題の解決に向

け、産業間や産学官の連携を強め、事業者が

有するノウハウの結びつきを図ると共に、公

設試験研究機関との共同研究などを通して新

たな製品やサービスの開発、さらにはコミュ

ニティビジネスなどの起業化などを促進し、

時代の変化で地域経済がたくましく展開して

いけるよう努め、環境の整備を図ることが何

よりも大切と考えているところであります。

このため、商工会議所を初めとする関係団体

や、事業者などからなる検討委員会を新たに

設置し、幅広い視点から地域産業の抱える課

題に対応した推進方策などの検討を行い、第

６期総合計画との整合性にも留意しながら、

平成２２年度中に地域産業計画を策定してま

いりたいと考えております。 

次に、地域観光による経済振興についてで

ありますが、地域経済を活性化するためには、

交流の促進を図ることも必要であり、当市の

あらゆる地域資源を活用したさまざまな交流

の可能性を具体化するため、昨年から地域の

魅力まるごとブランド化推進事業を実施して

いるところであります。本市の平成２１年度

上半期の観光客入込数は、約２３万５，００

０人で、対前年１０．６％増加しており、こ

れはアルテピアッツァ美唄や炭鉱施設などの

入込数が伸びたことや、アンテナショップが

美唄の新たな魅力に加わったことが要因と考

えております。最近の観光は、従来型の見る

観光から体験学習観光、テーマ別観光、グリ

ーン・ツーリズムやヘルス・ツーリズムなど、

さまざまなニーズに対応するメニューを用意

することが必要とされています。 

このような中で、地域の魅力まるごとブラ

ンド化推進事業では、農業や炭鉱遺産をテー

マに、癒しやゆっくりとした時間を美唄で過

ごしてもらうための観光企画商品化に向けて、

日帰り１泊２日のモニターツアーを実施し、

事業化の可能性を検証したところであります。

モニターツアーの参加者からは、総じて「参

加してよかった。」などの評価をいただいたも

のの、「地元の人たちとの意見交換が欲しかっ

た。」「アンテナショップでは農業を売りにし

ているのであれば、量や質の向上を。」「美唄

銘菓はおいしいが、パッケージデザインに工

夫が必要。」など、貴重な意見をいただいたと

ころであります。 

市としては、これらの意見を踏まえ、平成

２２年度には観光事業者と連携し、魅力ある

観光企画商品の開発に生かすとともに、開発

した商品を首都圏などにおいて、旅行エージ

ェントを対象にプロモーション活動を展開し

ながら交流人口の増加を図り、地域経済の活

性化につなげてまいりたいと考えております。 

次に、大規模冷温食糧備蓄基地の誘致につ

いてでありますが、平成１１年に市が策定し

た美唄市大規模冷温食糧備蓄基地構想の実現

に向け、市や商工会議所、農協などの関係団

体で組織する美唄市大規模冷温食糧備蓄基地

構想推進協議会を設け、本市や石狩市、苫小

牧市、沼田町や経済団体、事業者などが加盟

する北海道大規模長期食糧備蓄基地構想推進

協議会と連携を図りながら、国や道などに対

して、食糧備蓄基地の空知団地への立地につ

いて要望活動を行ってきたところであります。 

本市においては、美唄自然エネルギー研究
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会が雪エネルギーの調査研究を行ってきてお

り、その成果を踏まえ、現在市内には９カ所

の雪冷房システムが導入されております。こ

のように、既に雪エネルギーを活用した食糧

の貯蔵技術が確立されていること。また、備

蓄する米の確保が容易なことや良好な交通条

件、安価で広大な工業団地など、備蓄基地を

立地する優位性があり、さらには食糧の安全

保障や自然エネルギーの有効活用を図ること

により、地球温暖化対策への貢献など、これ

からの我が国の経済発展に向けて先導的な役

割を果たしていけるものと考えており、今後

も国や道の情報収集に努め、商工会議所など

の関係団体と連携を図りながら、食糧備蓄基

地の誘致活動を積極的に推進してまいりたい

と考えております。 

次に、移住・定住の推進についてでありま

すが、これまで本市では、平成１９年度に美

唄市移住・定住推進協議会を設置し、民間の

さまざまな業種の皆さんと協議を重ねながら、

具体的な活動を行うと共に、平成２０年度に

は北海道移住促進協議会に加入し、道と連携

した取り組みを進めてまいりました。具体的

には道を通じた移住情報の発信や、市内での

移住体験ツアーの企画及び実施、アパート・

マンションを活用した短期滞在の受け入れ、

不動産情報の収集・発信などを行ってきたと

ころであります。これまでの実績としては、

本年度１名の方が定住されたほか、短期滞在

では、平成２０年度に５組、延べ２１人、本

年度は４組、延べ２６０人の受け入れをして

おります。短期滞在をした方に対して市が行

ったアンケート調査の結果では、「すぐに定住

を考えてはいないが、夏の期間北海道に住む

ことには関心があるので、季節移住のような

形でまた北海道を訪れたい。」という回答が多

く寄せられたところであります。今後の方向

といたしましては、このような結果を踏まえ、

グリーン・ツーリズムとの連携などにも留意

しながら、移住を希望される方のさまざまな

ニーズに対応できる受け入れ体制の充実や、

インターネットなどを活用したきめ細かな情

報発信を基本に一人でも多くの方に美唄を訪

れてもらい、定住につながるよう継続して取

り組んでまいりたいと考えております。 

次に、農商工連携による特産品のブランド

化についてでありますが、本市には、米やア

スパラ、ハスカップなど、数多くの特産品が

ありますが、それらに美唄の地名やマミーち

ゃんなどの愛称をつけることにより、付加価

値向上を目指すことや、市民が美唄に住むこ

とに誇りを持ち、満足度を高め、美唄のよさ

を積極的にＰＲしていただけるよう、努めて

いく必要があると考えているところでありま

す。 

また、ブランド化にはオリジナリティーが

必要であり、例えば、本市のハスカップは生

産量が日本一であることから、ハスカップと

いえば美唄を思い描いてもらえるような、オ

ンリーワン制を明確にすることが、ブランド

力を高め、地域の活性化につながっていくも

のと考えております。また、ブランド化に向

けては、推進主体づくりも大切であると考え

ており、地域の魅力まるごとブランド化検討

委員会の皆さんには、ブランド認証を行う対

象や基準の考え方などの提言をいただくこと

となっております。 

次に、関係団体とのネットワーク化につい
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てでありますが、生産者、加工業者、試験研

究機関、関係団体などが連携して協力し合う

関係を築くことにより、新たな加工品の開発

や特産品等の販路拡大などが図られ、本市の

活性化につながるものと考えております。市

ではこれまでも、農業者や事業者、関係団体

と連携してハスカップや米粉などを活用した

加工品の開発などに加え、地場産品アンテナ

ショップを開設して、農商工が連携する機会

を設けてきたところでありますが、農商工が

密接に結びつくことはまちづくりを効果的に

推進していく上で重要であると考えておりま

すので、今後とも、このような取り組みを積

極的に推進してまいります。 

次に、地域ＩＣＴ利活用モデル構築事業の

主な成果についてでありますが、農産物や特

産品、観光資源などの地域資源情報の発信と

会員同士の交流を促進するポータルサイトＰ

ＩＰＡを立ち上げ、このサイトにネット販売

システムを構築して、ネット上で本市の農産

物や特産品を販売できたほか、農産物、特産

品販売管理システムにより直売所での販売・

発注管理や、顔が見える生産者情報の発信が

できるようになった事などがあげられます。

また、各種システムの構築・運用に取り組む

中で、事業者、農業者、関係団体等とのネッ

トワーク化が図られ、グリーン・ツーリズム

研究会とアルテピアッツァ美唄との連携によ

る都市と農村との交流活動にも発展し、こう

した取り組みをポータルサイトで発信するこ

とにより、美唄市の魅力づくりにつながった

ことなど、ネット上の情報発信、交流にとど

まらず、地域の活性化に向けたさまざまな取

り組みに発展していった事も大きな成果と考

えております。 

なお、市内のインターネット普及率の低迷

などにより、当初の想定よりポータルサイト

が市民に浸透していない状況にあることから、

今後はポータルサイトの利活用の促進と活性

化に向けて、関係者による推進組織を設置し、

この３年間で構築したシステムを本市の活性

化にさまざまな形で活用してまいりたいと考

えております。 

次に、中心市街地活性化についてでありま

すが、市街地の衰退、空洞化が進んでいる本

市にとって、まちの機能集積や商業の活性化

などで中心市街地の振興を図ることはまちの

暮らしににぎわいを創出し、地域を活性化す

る上で大変重要なことと認識しております。

平成１８年１１月に商工会議所が設置した中

心市街地活性化協議会設立準備委員会に市も

参画し、これまで高齢化社会に対応した時速

３キロメートルのまちづくりをスローガンに、

まちなか商い、まちなか居住など、６つの柱

を中心に具体的に中心市街地の活性化に向け

て議論を重ねてきたところであります。準備

委員会では、これまで検討してきた再編計画

案の事業性について検証を行った結果、ソフ

ト事業を中心とした取り組みを優先し、ハー

ド事業についてはソフト事業の成果を踏まえ、

投資効果や将来の採算性などを十分見きわめ

ながら、検討を進める方針が示されたところ

です。 

市といたしましては、こうした検討経過を

踏まえ、中心市街地におけるにぎわいの創出

を図るため、昨年７月にまちなか交流広場を、

１１月にコア美唄の空きスペースを活用し、

市民ふれあいサロンを開設するなど、中心市
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街地の活性化に向けた取り組みに努めてきて

いるとこであります。また、旧市営中央駐車

場跡地に子育て支援やシルバーハウジングを

含め、３９戸の道営住宅の整備が予定されて

おり、地域間の交流の促進が期待されており、

中心市街地のにぎわいの創出に寄与するもの

と考えております。このような中で、中心市

街地のスペースを活用した事業化などの動き

が具体化しつつあると承知しているとこでご

ざいます。 

市といたしましては、これまでの取り組み

や新たな動きを踏まえ、中心市街地の活性化

を図っていくため、商工会議所、事業者が連

携し、広場やふれあいサロンの有効活用や、

魅力あるイベントの実施など、中心市街地の

活性化に向けて努力してまいりたいと考えて

おります。 

次に、観光大使についてでありますが、本

市のさまざまな魅力を幅広く伝えていくため

には、パンフレットやポータルサイトなどツ

ールを活用すると共に、人と人との触れ合い

や交流を通じて、きめ細かく情報提供するこ

とも大切なことであると考えております。 

本市では、平成１９年度、２０年度に炭鉱

の記憶を語り継ぐ再生塾の方がバスツアーの

ガイドを担当し、体験を交えて案内を行った

ところであります。また、先日行った１泊２

日のモニターツアーでは、ＮＰＯアルテピア

ッツァ美唄のスタッフが炭鉱遺産の案内をし

ましたが、当時の様子を詳しく案内したこと

により、参加者から感動の声が上がっていた

ところでもあります。本市には炭鉱の記憶を

語り継ごうと研修会などを実施してるところ

もあり、そのような自発的な動きに対して、

今後とも支援していきたいと考えております。 

本市の地域資源は観光資源だけではなく、

農産物から特産品まで数多くあり、個々の地

域資源に熟知した人材を発掘し、連携を図り

ながら本市のさまざまな魅力を積極的に発信

してまいりたいと考えているとこであります。 

次に、永年勤続従業員表彰についてであり

ますが、永年勤続された方をたたえることは、

受章者が意欲を持って仕事をする上で大きな

励みになり、また、働きやすい職場環境の整

備につながるものと考えております。私もこ

れまで表彰式において、表彰された方に対し

功績をたたえ、お祝いしてきたところです。 

市としましては、これまで市政功労者の表

彰は行ってきておりますが、永年勤続従業員

表彰については、他市の状況などを参考に今

後検討してまいりたいと考えております。 

次に、チャレンジショップについてであり

ますが、平成１９年度にはコア美唄の空きス

ペースを活用して、中央小学校、東小学校の

児童が、２０年度には峰延小学校の児童がふ

るさと峰延夏祭りに合わせて、チャレンジシ

ョップを行ったところであります。これらは

いずれも子どもたちが主体となって仕入れか

ら販売までの体験を通して、ものを作り売る

ことの大変さや、喜びなどを経験することが

でき、子どもたちにとって得るものが大きか

ったと聞いております。子どものころにさま

ざまな経験を積み重ねることは、児童の健全

育成を図る上で大切なことと考えており、今

後、空き店舗等を活用したチャレンジショッ

プについては、教育委員会との連携を図り、

実施に向け努めてまいりたいと考えておりま

す。 
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また、産業間のノウハウの融合や産学官に

よる研究開発による新製品や販路拡大など、

産業の新たな展開を促進するインキュベータ

ー事業への取り組みについては、昨年１１月

に新たな事業展開に向けた中小企業施策等説

明相談会を、北海道経済産業局、北海道労働

局、北海道保健福祉部の協力により開催し、

出席した事業者からは好評をいただいており

ますので、今後もこうした取り組みを継続し

て実施してまいりたいと考えております。 

次に、障がい者雇用対策についてでありま

すが、障がい者の自立を促す上で雇用対策は

重要であることから、新年度予算において道

の緊急雇用創出事業補助を活用し、駅周辺環

境美化事業を実施することとしているところ

であります。また、障がい者の雇用対策を進

めていく上では、国や道はもとより、障がい

者施設、企業との連携を図り、昨年、市が実

施した障がい者自立支援職業訓練事業の成果

を踏まえ、障がい者の状況に応じ、訓練から

トライアル雇用などを通して正式な就労に結

びつくよう、きめ細かな対応が必要と考えて

おり、今後も企業や障がい者施設の協力を得

ながら、障がい者の雇用対策を促進する仕組

みづくりを進めてまいりたいと考えておりま

す。 

次に、行財政改革について、職員研修につ

いてでありますが、市では社会情勢の変化や

本市のさまざまな政策課題に柔軟に対応し、

政策能力を高めるため、毎年度、職員研修計

画を策定し、職員の持つ可能性や能力を最大

限引き出すことができる効果的な人材育成に

取り組んできているところであります。研修

内容としましては、平成２１年度は日常業務

における職場研修のほか、職場外研修として、

北海道市町村職員研修センターを中心に専門

的な法律の理解や実務力の向上のための一般

研修や専門実務研修、プレゼンテーションや

問題解決能力の向上のための能力開発研修な

ど、１０種類の研修に延べ２２４人が受講し

ております。こうした研修を通じ、職員の専

門的な知識や課題解決能力、事務の管理能力

等の向上に努めているとこであります。 

今後、地方分権が一層進む中、職員に求め

られる能力は多様化、高度化し、人材育成は

ますます重要と認識しており、これまで実施

している研修制度も含め、効果的な研修の実

施に努めてまいりたいと考えております。 

次に、民間への派遣研修の活用についてで

ありますが、新規に採用した職員には公務員

としての基本的な研修のほか、民間企業を視

察するなどの研修を実施しております。民間

への派遣研修は、民間の視点やコスト意識の

向上などにつながる有効な手段と考えており、

今後は、大学との連携事業などを活用し、民

間的発想や民間の経営手法などを学ぶ内容を

取り入れるなど、効果的な研修の実施に努め

てまいりたいと考えております。 

次に、人事交流の活用についてであります

が、北海道で定める道と市町村等との職員交

流要綱に基づき実施しているところであり、

現在、道から市に４人、市から道へは３人が

派遣となっております。こうした人事交流に

より、専門性の向上や指導力、管理能力の向

上、さらには意識改革が図られるとともに、

道との政策連携が強化されるなど、市に取り

まして大きなメリットになっているものと考

えております。今後もこうした効果を生かす
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ためにも人事交流を継続してまいりたいと考

えております。 

次に、事務執行体制の改善についてであり

ますが、事務執行の課題や発注手続などに関

して、検証すると共に、関係部署の連携や適

正な事務執行のあり方等について、チェック

機能が十分に発揮できる執行体制の確立に向

けて、具体的な検討を現在進めているところ

であります。 

次に、予算請求や査定のあり方についてで

ありますが、政策的経費や補正予算における

予算要求の審査に当たっては、財政課、地域

経営室において予算要求書や事務事業事前評

価表などを基に関係部署とヒアリングを実施

し、必要な調整を行い、市長査定を得て予算

案を策定しているところであります。審査に

おいては、事業の目的や必要性、財源の見込

みや経費の積算根拠、また、事業の執行方法

や手続などに留意しているところであり、こ

のたびの事例を教訓として、今後、ただいま

申し上げました点について、関係部署と十分

に協議を行ってまいりたいと考えております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ５番、高橋幹夫議員。 

●５番高橋幹夫議員 一通りご答弁をいただ

きました。それで、自席からまた何点かご質

問させていただきたいと思います。 

地域の特性を生かした経済施策についてな

んですけれども、地域観光による経済振興に

ついては、観光客が前年度から比べたら２け

た増加したということで、これはやはり関係

者の努力というものが非常に現れているなと

いうふうに思います。２けた増というのは民

間でもなかなか出し得ない実績でございます

ので、この辺は非常に安堵しておりますが、

これから、こういったことを持続、発展させ

るためには、やはり、時代の変化やニーズの

多様化など、さまざまなメニューを総合的に

企画されなければならないというふうに考え

ます。先程、テーマ別の観光ということもあ

りましたけども、今後、中長期にわたっての

計画的な戦略がやっぱり求められてると思い

ますので、その辺の考え方についてお伺いし

たいのと、それから、やはり、目標設定とい

うのは必要だと思うんですよね。この目標設

定というものも、お伺いしたいというふうに

思います。 

それから、大規模食糧備蓄基地誘致につい

てなんですが、冷温食糧備蓄基地ということ

で、健全化計画等々で近年の予算の減額とい

うものも見受けられたりとか、雪氷の活用関

連の職員の退職など、まだまだ課題があると

思うんですけれども、先ほど御答弁の中で、

積極的な推進を図られるというような御答弁

をいただいたんですが、そういったことがあ

るわけなんですけども、この積極的な推進と

いうのは具体的にどういったことなのか、お

伺いしたいと思います。 

それと、移住・定住については、対象者へ

のアンケート調査の結果、いろいろと課題や

問題が明確になったかと思うんですが、そう

いったことはどういうふうに受けとめられて

いるのかお伺いしたいということと、それか

ら、美唄市に定住された方がどういったメリ

ットを求めているのか、そして、どういった

メリットがあるのか、その辺についてもお伺

いしたいというふうに思います。 

それと、推進に当たって、先程も御質問の
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中にありましたが、他市との比較で美唄市の

セールスポイントと言いますか、やはり、も

のを選ぶときには、選ぶ条件としてやはり心

に惹かれるものと言いますか、そういったも

のもやっぱりないと、なかなか手を出しても

らえないというようなことでございますから、

そのセールスポイントというものはどういっ

たものなのか、お聞かせください。 

それと、農商工連携なんですけども、ブラ

ンド化に対する認識は十分理解いたしました。

そこで、今後、ブランド化に向けて検討委員

会の協議に期待するというような御答弁でご

ざいましたが、ブランド化の推進に当たりま

しては、やっぱりかなりの費用もかかること

から、そこの検討委員会の中での経費を捻出

して、事業を単独で進めるというのは非常に

難しいというふうに思います。今後、ブラン

ドづくりに、どのように携っていってブラン

ド化を目指そうとしているのか、お伺いした

いと思います。例えば、市の役割として、で

きそうだなというものは、予算的な支援です

とか、また、コンサル的な指導、そして、広

報ＰＲ、そういった支援なんか考えられると

思うんですけども、どういったことが考えら

れるのか、お伺いしたいと思います。 

それと、ネットワーク化なんですけれども、

市内関係団体との連携だけでは、なかなか、

消費者ニーズには対応し切れないものも出て

きているというふうに思います。ですから、

例えば、日本一の１２号線やあとは石狩川、

そういった地理的なことですとか、また、旧

産炭地という産業の部分とか、あと、北海幹

線といった、空知の特性を生かした空知圏域

での連携もやっぱり今後は必要になってくる

と思うんです。オール空知という言葉も以前

に聞いたことあるんですけれども、そういっ

た中での横のつながりで、広く活性化につな

げていくということも必要だと思いますが、

この辺の、御見解もお伺いしたいというふう

に思います。 

それから、地域ＩＣＴ構築事業なんですけ

れども、３年間の国からの支援が終わって、

さまざまなシステム、プログラム等が構築さ

れたと思うんですけども、２２年度予算の中

で、金額的にも非常に国からの金額から比べ

れば非常に少ない予算になりますが、今後の

運用内容について、予算内で本当に解決して

いけるのかというのは非常に疑問に思うわけ

なんですけども、今後、予算委員会なんかも

ありますから、この辺でもさらに深い議論を

したいわけなんですが、差し当たり、今回の

この予算の中で本当に解決していけるという

ことで認識をされてるのか、お伺いしたいと

いうふうに思います。 

それから、中心市街地活性化については、

他市町村が非常に積極的に推進しているわけ

なんです。それで、先ほども申し述べました

が、岩見沢や砂川、それから滝川なんかも既

に認定を受けて、まちづくりの活性化に努め

て動いてるわけなんですが、美唄市も大分長

く取り組みをして、なかなか認定にこぎつけ

ないわけなんですけれども、この認定を受け

たまちというのか、中活の認定を受けること

によって、メリットというのは一体何なのか

なと思うんですよ。成功している自治体もあ

れば、やはり、課題が山積して低迷している

自治体もあるわけで、その中活の認定による

メリットというのは本当に何なのかなという
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ことで、この辺、どのように押さえているの

かをお伺いしたいと思います。 

それから、今後の推進活動もあるわけなん

ですけども、それの課題と言いますか、問題

点というものも押さえてる部分があればお聞

かせください。 

それから、人的資源の発掘と人材育成につ

いてなんですけども、その中の観光大使につ

いては、我々、商業者の分野では、百貨店や

スーパーなどへ商品を販売する時に、バイヤ

ーという業種の人たちがいます。このバイヤ

ーは、全国各地売れるものを探しながら、と

きには、企業へのアドバイスや消費者ニーズ

の調査まで行い、一連の売れるセオリーをつ

くるわけなんですけども、そのユーザが求め

るものの把握に常に努めているわけなんです

ね。そこには、アイテムと言いますか、商品

の数というのは数万点あるというふうに聞い

ておりますし、それを、やはり、一つ一つ細

かくプレゼンできないと商品を取り扱ってい

ただけないというお話でございます。そして、

しっかりとしたものを販売しないと、当然リ

ピートにもつながらないと。そのアフターケ

アというものも非常に大切になってくるとい

うふうにも言っております。地域の活性化に

あたっては、特産品や観光などさまざまな関

係者との連携を図ることで、やはりその地域

を売り込むためには、全体のコーディネータ

ー役と言いますか、点から線へ、線を面につ

くるコーディネーターの役割というのが必要

だと思うんですね。その役目を観光大使に担

っていただきたいと考えてるんですが、先ほ

どの答弁の中では、なかなかそこの部分まで

は至ってなかったんですけども、今一度御見

解をお伺いしたいというふうに思います。 

それと、永年勤続の表彰については、ぜひ

お願いしたいと思います。働いてる方々にも、

夢と希望を与えていただきたいなと思います。 

それと、経済教育なんですが、チャレンジ

ショップなど、子どもたちへの経済教育は本

当に期待するところでありますし、こういっ

たことは、やはり現場で実践している商工業

者や生産者の方々にもやはりしっかりと協力

をしていただきながら、そして利益が出たら、

その利益をやっぱり次の運転資金として活用

するというところまでチャレンジショップは

やっていかないとならないと思います。そう

いった意味では、こういったことの必要性を、

皆様方にしっかりと認識してもらうための方

法をとっていかなくちゃならないということ

でございますので、この辺についてまた御認

識をお伺いしたいと思います。 

インキュベーターに関しては、官民が一体

となった体制づくりが必要だと思いますので、

この辺について、見解をお伺いしたいと思い

ます。 

障がい者雇用なんですが、自治体や民間企

業が雇用する場合には、さまざまな課題や問

題、そういったことはあると思います。特に、

いろんな法律や制度の問題で、容易になかな

か雇用することができないというような現状

もあるかと思うんですけども、今後の課題解

決はやっぱりしていかなくちゃ、そういった

方々が社会復帰のための就業になかなかつな

がっていかないと考えますが、その辺の考え

方と言いますか、見解をお伺いしたいという

ふうに思います。 

それと、大綱の２点目に、行政改革につい
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てお伺いいたしました。 

職員研修については、成果と課題の件なん

ですけれども、先程、市長の御答弁の中には、

さまざまな研修制度を通じて、職員の専門的

な知識や課題解決能力、事務能力の向上が図

られているというふうに認識をされていると

いう御見解だったんですけれども、一連の事

務事業のあり方と言いますか、先ほども述べ

たとおり、幾度となく、市長が自ら陳謝をす

る場面があったりですとか、それから、昨年

の議会報告会を行った中でも、職員や体制に

対する指摘も非常に多かったというふうに見

受けられる中において、向上が図られている

という評価をされた判断と言いますか、この

辺の根拠というものをお聞かせいただきたい

と思います。 

それと、民間の派遣研修なんですけれども、

民間の派遣へのメリットについては、全く違

う環境での土俵で、異業種交流が行われるわ

けでございます。そこで、当然柔軟な発想や

思考能力が養われるわけですから、机上の研

修だけではなく、実践から学ぶというより効

果的な質の高い研修になると考えるわけなん

ですけども、この辺について見解をお伺いし

たいと思います。 

自治体によっては、駐屯地、自衛隊への入

隊研修ですとか、まちづくり団体と言います

か、まちづくりをつかさどる団体への派遣で

すとか、それから、繁忙期と言いますか、忙

しい時期の農家さんへの農業体験、支援と言

いますか、こういったことが行われて、現場

のことをよく知るというようなことを伺って

おります。それについての見解もお伺いした

いと思います。 

それと、人事交流の活用なんですけども、

派遣される職員の配置については、今、道か

ら来ていただいている、それから美唄から出

向していると、こんなような形で行われてい

るわけなんですけども、派遣される職員につ

いて、この職場の配置については市で特段規

約があるんでしょうか。それとも事前になん

か話し合いがなされておられるのか、その辺

ちょっとお伺いしたいというふうに思います。

それと、事務執行体制の改善なんですけども、

予算請求のあり方については、やはりスピー

ド感を持って、早急な検討がやっぱり必要と

いうふうに考えます。庁内関係部局によるプ

ロジェクトチームなど、やっぱり改善プログ

ラムを策定するべきだというふうに考えます

が、この辺の御見解をお伺いしたいと思いま

す。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 総務部長。 

●総務部長安田昌彰君 答弁準備に３０分ほ

ど時間をいただきたいと思います。 

●議長内馬場克康君 午後１時まで休憩いた

します。 

 

正午１２時０２分 休憩 

午後 １時００分 開議 

 

●議長内馬場克康君 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 先ほどの高橋議員の再質問に対する理事者

の答弁から入ります。 

 市長。 

●市長桜井道夫君 高橋議員の質問にお答え

します。 
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初めに、地域観光による経済振興について

でありますが、観光やスポーツレクリエーシ

ョンへの需要の増加やアウトドア活動、グリ

ーン・ツーリズムへの関心の高まりなどに対

応し、本市ではさまざまな地域資源を活用し

たスポーツレクリエーションの里づくり後期

基本計画や、この計画を具体的に進めていく

ためのプログラムを平成１８年度に策定した

とこであります。この計画に沿って、美唄の

ファンの拡大に努めるなど、多様な交流の展

開を推進しており、計画では平成２２年度観

光入込み数の目標値を５０万人と定めている

ところであります。 

なお、今後の交流推進のための方策や目標

値などについては、平成２２年度策定するこ

ととしております産業振興計画に盛り込んで

まいりたいと考えております。 

次に、大規模冷温食糧備蓄基地誘致につい

てでありますが、美唄市大規模冷温食糧備蓄

基地構想推進協議会の補助金の予算額につい

ては、昨年度同額で提案させていただいてお

ります。また、構想の推進にあたっては、主

管部局と庁内の関係部局との横断的な連携を

図り、情報収集に努めるとともに、本年４月

から導入するまちづくり活性化アドバイザー

の助言や御協力もいただきながら、国や道へ

備蓄基地の立地を働きかけるなど、積極的に

対応してまいりたいと考えております。 

次に、移住・定住についてでありますが、

短期滞在された方の希望としては一戸建てで

賃貸の住宅を求める方が多く、市内には該当

する物件の情報が少ないことが課題となって

おります。また、冬の生活に不安があると回

答している方がいるなど、通年での移住や滞

在の希望ではなく、夏を中心とした短期的な

滞在を希望している方が多いことから、この

ようなニーズに対応しながら、定住につなげ

てまいりたいと考えております。 

次に、定住された方に対する助成制度に関

しましては、本市では現時点では特に設定し

ておりませんが、移住後のさまざまな相談や

お問い合わせに対して、きめ細かな対応に努

めているところであります。また、今後、短

期滞在される方へのアンケート調査などで、

定住した場合にどのようなサポートを望まれ

るかに関して、さらに把握をしてまいりたい

と考えております。 

次に、移住・定住に関するセールスポイン

トにつきましては、本市は札幌方面や、旭川・

富良野方面など、移住する際の利便性に優れ

ているとともに、宮島沼やアルテピアッツァ

美唄、広大な農地など、ほかにはない魅力あ

る地域資源を有し、さまざまな農業体験もで

きますので、これらの点をアピールしてまい

りたいと考えております。 

次に、特産品のブランド化の推進について

でありますが、市といたしましてはブランド

認証を行う対象や基準の考え方等について検

討委員会からの助言を受け、認証機構の立ち

上げを図ることとしており、それに必要な経

費につきましては、国や道の支援策などの活

用とともに、市内の経済団体や企業にも協力

を求めてまいりたいと考えております。 

次に、関係団体とのネットワーク化につい

てでありますが、本市の地域資源を磨き上げ、

こうした資源の組み合わせにより魅力ある観

光商品としていくためには、周辺市町村との

連携も必要と考えており、先日実施した１泊
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２日のモニターツアーにおいて、広域観光の

可能性を検証するため、月形町と連携した取

り組みを実施したところであります。今後に

おいても観光振興を効果的に進めていくため、

近隣市町村とのネットワーク化に向けて取り

組んでまいりたいと考えております。 

次に、地域ＩＣＴで構築したシステムにつ

いてでありますが、新年度において、民間の

協力を得た管理運営体制づくりに取り組むと

共に、各種利用者などで構成する推進組織を

中心に、ポータルサイトＰＩＰＡが多くの美

唄ファンや市民の皆さんに利用され親しまれ

るよう、その充実強化に努めてまいりたいと

考えております。 

次に、中心市街地の活性化についてであり

ますが、中心市街地活性化基本計画の認定を

受けた場合、まちづくり交付金などの補助金

の重点的な支援が受けられるほか、土地の交

換等を行う場合に、不動産取得税の軽減措置

が受けられることとなっております。また、

基本計画の策定については、ハード事業が中

心となるものとなりますことから、先ほども

申し上げましたとおり、再編計画案の事業性

について検証を行った結果、ソフト事業を中

心とした取り組みを優先することとし、ハー

ド事業については、ソフト事業の成果を踏ま

え、検討を進める方針となったところであり

ます。 

市といたしましては、準備委員会における

検討結果を踏まえ、活性化計画の策定を行う

こととしており、今後とも準備委員会と十分

連携を図りながら、具体的に取り進めてまい

りたいと考えております。 

次に、観光大使についてでありますが、本

市には食以外に自然や歴史、文化などのさま

ざまな地域資源があり、個々の地域資源に熟

知した人材の発掘が必要と考えており、食分

野に熟知した人材確保についても関係団体な

どと連携を図りながら、本市の魅力を発信し

てまいりたいと考えております。こうした人

材の発掘を通じて、観光大使のあり方につい

ても検討してまいりたいと考えております。 

チャレンジショップについてでありますが、

子どもたちが中心となって行うチャレンジシ

ョップには、商品等の提供や仕入先などをア

ドバイスする担任の先生や商工業者などの協

力も必要と考えております。 

なお、子どもたちの自主的な運営により生

じた利益などについては、教育委員会、担任

の先生、子どもたちの意見を聞くなどして、

取り扱い方法を決めることが望ましいものと

考えております。 

次に、インキュベーター事業についてであ

りますが、起業を考える方や、新たな事業展

開に意欲を持たれる中小企業者にとって、気

軽に相談できる場を設けることは非常に大切

であると考えており、昨年実施した説明会、

相談会については、商工会議所などともよく

相談し、今後も継続して実施してまいりたい

と考えているところであります。 

次に、障がい者雇用についてでありますが、

障がい者の方が就労する場合、その賃金の額

や就労機関などにより、施設入所の福祉サー

ビスを受けることができなくなるなどの課題

もあります。４月から開設するふるさとハロ

ーワークの設置を契機に市では雇用連絡調整

会議を設けることとしており、こうした場を

有効に活用し、雇用対策に係るさまざまな課
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題の解決を図り、求職者が円滑に就労できる

よう努めてまいりたいと考えております。 

次に、職員研修についてでありますが、職

員の資質の向上や意識改革を進め、市民に信

頼される市役所になり、多くの市民と連携、

協力を図り、まちづくりを進めていくため、

専門的な知識の習得や課題解決も含めた政策

立案能力、さらには市民の理解を得ていくた

めの説明能力などについて、総合的に高めて

いくことが重要なことと考えております。研

修のあり方についても一層の工夫が必要であ

ると考えており、こうした観点から、効果的

な研修について十分検討してまいりたいと考

えております。 

次に、民間への派遣研修についてでありま

すが、スピード感を持った仕事の実施や、課

題に対応したチームワークによる解決など、

民間で行われている業務推進の手法は市役所

においても導入すべきものと考えております

が、今後、受け入れていただく協力企業の確

保など課題もあることから、研修の実施に向

けた条件整備を進めてまいりたいと考えてお

ります。 

次に、人事交流についてでありますが、派

遣される職員の配置につきましては、市には

規約はありませんが、道との事前の協議によ

り本市の希望する職場への配置となっている

ところでございます。 

次に、事務執行体制についてでありますが、

事務執行体制の改善を図っていくためには、

他の部署との連携や情報の共有が必要であり

ますことから、現在、工事の入札や契約など

の改善を目的として設置しております庁内組

織、美唄市入札制度検討委員会も活用し、横

断的に対応できる体制を整え、事務の適正か

つ迅速な執行に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 ５番、高橋幹夫議員。 

●５番高橋幹夫議員 ありがとうございまし

た。それでは、１点だけお伺いしたいと思い

ます。 

行財政改革について、事務執行体制の改善

についてでございます。先ほどの答弁では、

やはり、庁内的な中での改善策というような

ことで御答弁をいただいておりますが、私は、

改善に向けては民間のコンサルですとか、あ

とは学識経験者といった方々を、このアドバ

イザーとしての設置というものが必要なんで

ないかと考えますが、この辺についての御見

解をお伺いしたいと思います。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君 高橋議員の質問にお答え

します。 

 事務執行体制についてありますが、現在事

務執行体制の改善に向けて取り組んでいると

ころでありますが、本年４月から導入するま

ちづくり活性化アドバイザーにも協力いただ

くなど、外部からの意見も踏まえて、事務執

行体制の整備に努めてまいりたいと考えてご

ざいます。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員（登壇） ２０１０年第

１回定例会で、大綱２点について教育長に質

問をいたします。 

 議会初日に教育行政執行方針が発表になり
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ました。この中からいくつか取り上げて質問

をいたします。 

 教育問題については、常々関心を持ってみ

るというふうにいたしております。そして、

多くの市民の皆さんも、これには関心が深い

というふうに思います。そして、話題になる

事柄でもあるというふうに思いますが、私な

りに問題意識を感じた部分についてお尋ねを

させていただきたいと思います。 

 まず１つ目は、学校教育についてでありま

すが、小中学校教育のくだりに子ども達一人

ひとりが生き生きと学び、心身ともに健やか

に成長することができるよう、生きる力、確

かな学力、人間性豊かな心、健やかな体を総

合的に育むことが必要だとあります。続いて、

このため、教職員と児童生徒をはじめ、教職

員相互、学校と地域とのより一層の信頼関係

の上に立った学校教育活動を推進するととも

に、地域社会が一体となって学校教職員を支

え、支援していく仕組みづくりを進めてまい

ります。とあります。教職員と児童生徒の信

頼関係、これは学校においては何よりであり

ます。これは至極当然の事ですね。そして、

子ども達を指導する立場にある教職員相互が

信頼関係を持っていくということ、このこと

も極めて大切なことだというふうに理解をい

たします。 

 さらには、地域の問題というふうになるん

ですけど、まず、この教職員相互の信頼関係

をどうつくっていくかということで、学校長

も含めて考えるというふうにするならば、私

が、昨年たびたび定例会の中で取り上げまし

たが、校外研修の問題ですね。教育公務員特

例法という法律によって、校外研修を行うこ

とができる、あるいは、研修を常々怠らない

ようにしなければならないという趣旨であり

ますけれども、これが、本来的な承認をしな

い校長がいる。そういう校長と、その学校の

教職員との信頼関係をどんなふうに築いてい

けばいいのか、ということですね。 

 それから、査定昇給制度というのが北海道

の教職員の中に取り入れられるということに

なって、それは全面的な導入ではありません

で、一部勤勉手当について査定を元に昇給を

させるという仕組みが入りました。この査定

の仕組みの中で、これは学校長が行うわけで

すけれども、職員から信頼される査定という

ものをどういうふうに実現していくのかとい

うことですね。ここに問題があるということ、

それから、これも常々申し上げておりますが、

学校という職場は超過勤務が極めて日常的に

あるという状況です。にもかかわらず、休憩

時間が４５分から６０分になるという改定が

行われたわけですけれども、その休憩時間の

延長が、そのまま職員の拘束時間の延長にな

るという実態、その超勤が日常だということ

と併せて、これをどんなふうに理解をしても

らうかという問題ですね。校長がリーダーと

しての役割をしっかりと果たし、そして、学

校全体が１つのチームとして機能するように

なってほしい、これはそうあるべきなんです。

しかし、そのためには、今。例えば幾つか申

し上げた、改善されなければならない課題が

かなりあるという事です。これらをどう解決

していくのか、考え方をお尋ねをいたします。 

 それから、同じ教職員相互の信頼関係とい

うことで、もう一つ問題を抱えているという

ふうに私は考えます。それは、教職員同士と
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いうことで考えました時に、今の義務教育の

学校、あるいは高等学校もそうですけれども、

教職員組合が組織されております。最近の傾

向として、組合から離脱者が増加する傾向が

あります。組織に所属しないという形の先生

が段々増えてきているというのが現状です。

組織率等が新聞で取り上げられるケースもご

ざいますから、これは、かなり広く知られて

いる中身かと思います。私はそんなふうにな

って、組合所属があるのかないのかというこ

との中で、果たして本音の教育議論ができる

のかということが心配だというふうに感じて

います。この問題は、教育委員会が直接の原

因をつくっているという訳ではありません。

別に教育委員会が何か働きかけをしていると

か、そういうことは一切ない訳であります。

ただ、今の学校が、管理面の強化がどんどん

進んでいくという、そういう状況の中で、教

職員の権利が段々守られなくなる、そういう

中で、教職員が１つの組織にまとまらないと

いう状況になる。組合が必ずしも１つという

ことではありませんから、複数の組合組織が

ある場合もありますけれども、どの組合にも

所属しないという教職員が段々できてくると

いうのは、私は困った状態だなというふうに

思いますね。チームとしての機能に期待がで

きなくなると、こういう自体をどんなふうに

お考えになるか、もし見解があればお尋ねし

たいというふうに思います。 

 それから、２つ目として、学校と地域社会

ですね、地域社会が一体となって学校教職員

を支えるというくだりがございますけれども、

最近の傾向の中に、意図的に対立する考え方

を持ち込む父母の存在というものが心配だな

というふうに感じています。従来から考えま

すと、学校と父母の信頼関係というのは、そ

んな心配するようなことではなかったわけで

す。しかし、変化が出てきているのかなとい

うことを考えまして、その点について、お考

えがあればお尋ねをしたいというふうに思い

ます。 

 それから２つ目として、確かな学力の向上

について述べられました。この中で、標準学

力検査や全国学力・学習状況調査の結果活用

をしながら、ということが述べられました。

そういう方法をとりながら、学習指導の充実

に取り組むということであります。私は、全

国学テという言い方しますけれども、全国学

テには反対ですということを、過去に議会の

場でも申し上げてまいりました。問題が多々

あるということで、これも、実際には、昨年

の実施後などで報道されてますけれども、具

体的に問題が出てきているという状況もござ

います。そして、美唄市独自の学力検査にも

賛成ではないという考え方はあります。それ

は検査の結果、点数にこだわる、あるいは順

位にこだわる、順位というのは全国で言えば、

都道府県の順位ですね。北海道が四十何番目

とかということで公表されるわけですね。そ

れから、市町村の中で言えば、学校ごとの順

位とかですね、こういうものが地域によって

は、例えば、知事の指示で全部公表されてい

くという状況が生まれてきています。こうい

う、点数とか順位にこだわるなど、教育的で

ない圧力、あるいは教育本来ではない歪んだ

関心の高まり、こういうものが学校本来の姿

というものに大きく影響を与えていくという

ことになりはしないかということが心配です。
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要するに結果の活用が本来的なものでなくな

ることが心配だということです。この点はど

のようにお考えになるか、お聞きをしたいわ

けです。 

 併せて、美唄独自の標準学力検査ですね、

これが、新年度予算案の中にも予算が組み込

まれておりますから、平成２２年度について

も実施をするという考え方だと思いますけれ

ども、従来から申し上げてますが、学校の配

当予算が非常に足りなくて困っているという

状況があるということですから、この美唄独

自の標準学力検査がその予算をそれぞれの学

校の裁量で使えるものにしたら、随分学校か

らは喜ばれるというふうに私は思うんですけ

れども、私は、新年度はお辞めになるという

ふうに実は思ってたんですね。４年間継続し

てきましたから、おおよその傾向は十分把握

されたわけでして、その把握した問題点につ

いて対応策をこれからとられていくというこ

とだと思ったんですけども、検査そのものを

続けるということなんですね。その辺含めて、

この際、英断を持って、使用については学校

の裁量に任せるという判断をされてはいかが

かなと思うんですけども、その点の考え方は

どうでしょうか。 

 次に、豊かな心の育成についてお尋ねをし

ます。豊かな心の育成につきましては、子ど

も一人ひとりが社会のルールや規範を学ぶと

ともに、生命の大切さや相手を思いやる心を

ともに支え合うことの大切さ、豊かな感性な

どを育むために云々と続くわけです。私は、

子ども一人ひとりが社会のルールや規範を学

ぶというのが、一番最初に述べられるという

事の理由をお尋ねしたいということです。ル

ールや規範を学ぶということを否定するもの

ではありません。これは社会で生きていくた

めには当然必要のことですから。ただ、子ど

も達は学校生活のさまざまな場面を体験しな

がら、その場に応じたルール、それは遊ぶ仲

間であったり、学級であったり、学級内の班

の活動であったりするわけですね。そういう

場で体験を積み重ねながらルールを身につけ

ていきます。ところが、この執行方針の頭か

ら、社会のルールや規範を学ぶということで

言うと、型にはめた指導をするぞという印象

を受けるんですけれども、どうなのかなとい

うことですね。 

子ども達が毎日楽しい気持ちで登校してく

る。そして、今日はどんな楽しいことがある

かなという、そういう期待感で教室へ入って

いくと。１日の生活を終えて家へ帰って、１

日の学校生活の中で楽しかった話題が次々と

親に話されると、そういう生活の積み重ねで

豊かな心というのは育つのではないかなとい

うふうに思うものですから、この点はいかが

かなということを考えます。 

それから、特別活動の位置づけについてお

尋ねをしたいと思ったのは、先ほど申し上げ

た、ともに支え合うことの大切さ、豊かな感

性などを育むため、自然体験やボランティア

活動など、さまざまな体験的活動の充実に努

めるほか、人権教育、道徳教育、教科指導、

特別活動、読書活動などの充実に努めてまい

ります。こうありますね。今、読書活動の前

に特別活動というのが出てまいりました。私

は、豊かな心を育てるという部分で言うと、

この特別活動の位置づけが、かなり大きなも

のがあるというふうに考えます。子ども達が
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自ら学んでいくというのは、自ら学んで、い

ろいろなものを身につけるというのは、この

特別活動の場面が多いのではないかというふ

うに思ってます。その内容としては、学級活

動があり、生徒会活動があり、小学校でいう

と児童会ですね、児童会や生徒会活動があり、

そして、学校行事がある。この３つの分野が

特別活動の中にあるわけです。大変幅の広い

ものですね。これは、大きな学校の中の活動

の柱で、もう１つは、いわゆる勉強ですね、

教科の学習、教科学習というのがある。これ

は、大きな２つの教育活動の柱だと思います。

でも、国はもう一つ柱があるんですね。それ

は道徳です。ですから、道徳教科指導、そし

て特別活動と、これが３本柱ということにな

るんですけれども、この、今申し上げた方針

の書き方で言うと、特別活動というものの位

置づけがもっと重要視されるという書き方に

なってもいいのではないかなというふうに思

ったという事です。 

それから、３つ目は、教師の関わり方につ

いてです。この豊かな心の育成ということで

は、子ども達の成長に教師達がどのように関

わっていくかという事、これが非常に大事だ

というふうに思います。それには教師の側に

時間的なゆとり、それから気持ちのゆとり、

こういうものが大変大事だというふうに思い

ます。教師が十分に子ども達と関わる事がで

きる。しかし、そのことが大事なんだが、現

状の学校はこれが非常に難しくなってしまっ

ているんですね。どこまでそれが可能なんだ

ろうと、このことについての考え方をお聞き

したいということです。 

それから、次は、健やかな体の育成につい

てです。ここでは、こうあるべきだというこ

とを書いて、このため、新体力テスト等によ

る課題を踏まえ、自ら進んで運動し、運動の

楽しさや喜びを体得できるよう、保健体育を

中心とした教科指導や、部活動指導の充実を

図る云々と述べられております。この新体力

テストの位置付けの問題なんですが、これは

昨年抽出のテストとして初めて行われた中身

ですね。これも、統計が、テスト結果が整理

されて数値が出てきて、何県の子ども達はど

うかというような、そういう材料として使わ

れる事になるわけです。私は、子どもという

のは、一般的に体を動かすことがとても好き

で、一部例外がありますね。余り体を動かし

たくないという子どももいるんですよね。教

室にいて、常に席に着いて本を読む、時間が

あれば本を読む、そういう子もいます。でも、

多くは教室の中で、あるいは廊下で、あるい

はグラウンドに出て体を動かして遊ぶという

ことは、とても好きです。時間と場所があれ

ばとにかく遊ぶ、なければ見つけ出してでも

遊ぶということです。これらは、テスト結果

の数値で、左右されるというようなものでは

ないのではないかというふうに考えるんです

けども、いかがでしょうか。 

スポーツに親しむ習慣、意欲の育成という

ことを言ってる訳ですね。これは、新体力テ

ストの結果、こういうところが欠けていると

いう判断をなされて、それで子ども達がスポ

ーツに親しむ習慣を持つ。それから、意欲を

育てるというんですね。そういうことを計画

的にやるということになるんだと思うんです

けれども、逆にそれが、子どもが自由に活動

する時間を奪うことになるのではないかとい
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う心配をいたします。この点はいかがでしょ

うか。 

それから、食育教育のことが書かれており

ます。述べられました。基本である食につい

ては学校給食を生きた教材として活用し、地

産地消の観点から、地元産米や無農薬、低農

薬野菜などを地域と密着した新鮮な食材の積

極的な活用を図り、安全・安心な手づくりに

よる学校給食の充実に努めるほか、美唄市食

育推進計画を踏まえ、学校、家庭、地域が連

携した食育の推進に努めるとあります。学校

給食については、全く同じ考え方、同感です。

美唄の給食は、安全で味もいいと、美味しい、

これはもう評判です。広く認められておりま

す。そして、それは関係する人達が、これま

で努力をして、それを支える農業者の方々の

協力があったからだというふうに思います。

ただ、このことがさらに食育推進計画という

ものについて、私は十分に承知をしてません

から、あるいは的外れの発言になるかもしれ

ませんけれども、食生活については、本来は

家庭で子ども達が身につける問題だというふ

うに思います。そして学校において給食指導、

それから、家庭科という教科がありますね。

家庭科の中で当然、日常的な食事のことにつ

いての指導があります。調理実習の時間等も

あるということですね。だからこれらで十分

でないかと。何かあると全部学校が引き受け

るというふうな考え方は間違いではないかと

いうふうに思うんですけども、この点はいか

がでしょうか。 

それから、次の、信頼される魅力ある学校

づくりについてです。ここで述べられており

ますけども、現状ですね、この問題は各学校

で、これまでも取り組まれていると思うんで

すね。現状の取り組みについて、どんなふう

に分析をされているのかお尋ねをしたいとい

うふうに思います。 

それから、開かれた学校づくりということ

ですね。このことについて、学校が自ら情報

発信に努めるほか、学校評議員や保護者、地

域などから広く意見を取り入れた学校運営を

進めるほか、生涯学習の場としての活用を進

めるなど、地域に信頼され、支えられる開か

れた学校づくりに取り組みますと、こうある

わけですね。開かれた学校づくりについて、

どこまで教師に期待をされるかということで

す。そして、そういう期待に応える事が、教

師の側にできる体制があるのかどうなのかと

いうこと、その辺の判断をどんなふうにされ

ているのか、お聞きをしたいということ。 

それと、生涯学習についても、現在の学校

の教師達が関わることになるのか、その事も

お尋ねをしたいというふうに思います。 

それから、次は教職員の研修の充実という

ことで述べられております。直接子どもの心

身の発達や、人格形成に携わる教育の専門家

として、資質能力を絶えず向上させていくこ

とが求められていると、その通りですね。こ

のため、学校が取り組む公開研究会とか、校

内研修の充実とか、活性化を図る、それから、

空知教育センターにおける各種研修会や研究

指定校事業の活用などにより、研修機会の充

実に努めたいということで書かれてます。こ

れにはその通りだなというふうに思います。

特に空知教育センターの講座は、実際の教育

活動に即した極めて必要性の高い内容を持っ

て組み立てられておりますから、時間が許せ
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ば積極的に参加をしていただくという、そう

いう事かなというふうに思います。 

ただ、私はこれに加えて、夏・冬休みの度々

議会で申し上げております校外研修を、積極

的に承認するという事が教職員の研修の充実

にとっては大変有効なことではないかという

ふうに考えておりますので、その点について

のお考えをお聞かせいただきたいと思います。 

大綱２点目は、卒業式入学式のあり方につ

いてお尋ねをいたします。 

その１つは、日の丸、君が代の強制につい

てです。その１つは、日の丸、君が代が果た

した役割ですね。これは、果たしたというの

か、与えられた役割といいますか、侵略戦争

のシンボルとして用いられた日の丸ですね。

それから、侵略した地域住民の心の支配を進

める重要な役割を果たした君が代。これらの

認識を持つ国民がいます。 

一方で、かつての日本というのは、大日本

帝国憲法下の日本ですね。かつての日本を復

活させたい勢力の広がりがあります。教育へ

の意図的な攻撃の拡大というものも明らかで

す。それは、教科書検定にまで及んでおりま

す。既存の教科書では任せられないという事

で、新しい歴史教科書を作る会というものが、

新しい歴史教科書を作って、それを教科書と

して使うということで、文部省の検定を受け

るという、そして、検定に合格して、実際に

それが学校現場で採択をされて使われるとい

うことにまで、今なってきています。比率は

非常に低いですけれども、徐々に使用範囲を

広げております。これらが、学校で使われる

状況になっている。私は、地方教育委員会で

すね、美唄で言えば美唄市教育委員会がこう

いう一部の勢力に利用されるような状況にな

っていないかですね。地域住民への責任を果

たすという立場で、これで大丈夫なんだろう

かということを心配いたします。これらにつ

いての考え方をお聞かせいただきたい。 

２つ目は、学校での十分な議論をやってほ

しいということについてですけれども、卒業

式、入学式の意義について、十分な校内での

議論というのがなされていると思いますけど

も、これも、ご存じのとおり、子ども達が主

人公の子ども達のための行事なんですけれど

も、これについての認識の差が、あるいはあ

るのではないかという事ですね。そのことを

お尋ねしたい。 

３つ目としては、学習指導要領というもの

があるということの意味について。学習指導

要領の中に規定があるからということを、何

度お尋ねをしても、最後はそこへ答弁がいき

ます。そこで、憲法の条文というものを、よ

くよくお考えいただいているのかどうかとい

うことをお尋ねしたいということですね。こ

れは、前文から始まりまして、戦争放棄のく

だりもありますし、それから日の丸、君が代

に関して言えば、やはり憲法１９条ですね。

それから、憲法９９条、これは、憲法を守っ

ていかなければなりませんよというくだりで

すけども、これらについてどういう認識をお

持ちなのかということをお尋ねをしたいとい

うことです。 

それから、２つ目は、アジア太平洋戦争の

反省をどのように受けとめているかというこ

とについて考え方をお聞きしたい。 

過去に聞いたことがありますけれども、具

体的な材料を幾つかそこに挙げてみました。
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「かあべぇ」というのは映画ですね、山田洋

二監督がつくられた映画で、昨年だったでし

ょうか、映画館にかかりましたのは。今年の

１月の終わりにテレビで放送されました。私

は、その日見られなかったので、録画して後

で見たんですけども、大変、見ていて胸が苦

しい思いが常に消えないという状況で見まし

た。既に、ほとんどが戦後世代になっている

現在の私達ですね。私は、１９３９年生まれ

ですから、辛うじて戦争中にひっかかってい

るんですよね。ただ、学校に入ったのは小学

校入学が４６年ですので、もう学校の指揮の

内容等も変わってからの入学なんです。そう

いう時期の私から見て、戦争前、そして戦争

が始まってからの日本の一般家庭、それを取

り巻く一番身近な部分でいえば隣組ですね。

それから、もう少し広く考えると、例えば警

察という組織、そして、今はありません特別

高等警察、いわゆる特高という警察の存在で

すね。そういうものが非常に具体的にリアル

に多分描かれていたんだというふうに思いま

す。ですから、あの中でとうべぇと言われて

いたかあべぇの夫が、結局遺体で帰ってくる

ということになるいきさつ、詳しい警察の中

での事柄は描かれませんでしたけれども、こ

れを一番最後に、下の娘が、母親が病院でも

うだめだという状況の中で、口に耳を寄せて

聞く。そしたら、亡くなればとうべぇに会え

るね、というふうに言ったのに対して、かあ

べぇは死んでからとおべぇになんか会いたく

ない。生きているとおべぇに会いたかったと

いうことを言いますね。そういう非常に強い

思いを、夫が亡くなった後、二人の娘を育て

上げる苦労をしたかあべぇの話ですよね。 

その次に、小林多喜二が書いたのは、ここ

数年蟹工船が随分ブームだということを言わ

れています。つい先日、ＮＨＫだったと思い

ますけども、小林多喜二が取り上げられてい

ました。蟹工船を書くいきさつとか、それか

ら、書いた後、厳しい弾圧を受ける、共産党

に入った後、いわゆる治安維持法で引っ張ら

れて、言わば特高警察の拷問の結果、死に至

るということですね。これは小樽の人ですか

ら、非常に存在も身近だということで、ちょ

っと例を挙げたんですけども、これは、かあ

べぇの中のとうべぇの事柄と重なって見えま

すね。小林多喜二とは。 

それから、全然話は違いますけども、全国

の空襲による被害、北海道は北海道空襲とい

うのが随分あって、２，０００名までいかな

かったと思いますけども、死者を出していま

すね。ぎりぎり４５年の７月ぐらいに随分あ

ちこち艦載機による空襲を受けた。それから

室蘭は、艦砲射撃を受けていますね。それか

ら、大きい空襲で言えば、有名なのは東京大

空襲です。４５年の３月１０日、約１０万の

都民が亡くなったと、一夜でですね。しかも、

被災人口で言うと１００万といわれる大空襲

ですね。これが全国に広がって、大都市はほ

とんど空襲を受けるということになったわけ

です。これは、国に対して、この損害を賠償

すべきだという裁判を起こす人がいるようで

すけども、裁判所は受け付けませんね。それ

から、広島・長崎への原爆投下です。これは、

もう１つ本当は入れなきゃならなかったんで

すが、沖縄戦ですね。沖縄が県全体が戦場に

なって、県民が全員参加した戦争ということ

になった、言わばほかの県に類のない体験を
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沖縄県民はしたわけです。それはなぜか、そ

れは沖縄は捨て石になったんですね。国体護

持と言われた、天皇を中心とする国家の体制

を守るために、時間稼ぎに沖縄は使われたん

ですね。だから最後の一兵まで戦えと、司令

官は自分で先に自尽して死んでしまわけです

からね。あと残された人達をどうすればいい

かということですね。それに、たまたま、例

えばひめゆり部隊なんていうのは有名ですけ

れども、あの年齢の人達は全員戦場に駆り出

されたわけです。広島や長崎への原爆投下が

ポツダム宣言受託の直接の要因になりました

ね。これがなければ、いわゆる本土決戦に入

り込んでいたかもしれない。これは広島・長

崎の大きな犠牲の上に敗戦というのを日本が

迎えることになるわけですね、その後と。そ

して、敗戦になって、連合国側の占領を受け

て、その中で連合国側の指示で新しい日本国

憲法というのが生まれてきたと。憲法の位置

づけというのが非常に大きな意味を持つわけ

ですね。戦後６４年経つ日本が、日本の軍隊

がただの一人も殺すということをしないでき

たというのは、日本国憲法が大きな意味を持

っていると私は思ってます。これらアジア太

平洋戦争の反省というのを、どんなふうに受

け止められるか、現在の卒業式の、今目前に

迫った卒業式、そして４月の入学式のあり方

との関わりの中でですね、どんなふうに受け

止めておられるのかいうことをお尋ねしたい。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君（登壇） 米田議員のご

質問にお答えします。 

 初めに、学校教育での信頼関係についてで

ありますが、教育は、人間的な信頼関係の上

に立って初めて成り立つものであり、学校教

育においては、子どもと教職員の信頼関係を

基本に、これを支える教職員相互、さらには

学校と保護者、地域との信頼関係があらゆる

教育活動の基盤になると考えております。こ

のため、校長は学校の教育目標の実現に向け

て、個々の教師が持つ優れた資質能力や課題

を常に的確に把握し、教職員を意欲付け、励

ますなど日ごろから教職員との信頼関係の構

築に努めると共に、指導上の悩みや指導方法

などについて、効果的な指導助言や支援を行

うなど、十分話し合いの関係づくりを進める

ことが必要であると考えております。 

 また、学校と地域との信頼関係を深めるた

めには、保護者や地域の人々が学校に意見を

言いやすい雰囲気づくりや関係づくりについ

て、日常的に配慮する必要があるほか、学校

の自主性・自立性を確保するため、より積極

的に学校開放や事業開放などに取り組むと共

に、学校だよりなどにより、家庭や地域社会

との情報の交流を行い、それを学校運営に生

かしていくことが必要であると考えておりま

す。 

 学校教育での信頼関係づくりについては、

学校現場における教職員の努力により、着実

に進んでいるものと認識しており、今後とも

努力してまいりたいと考えております。 

 次に、確かな学力の向上についてでありま

すが、標準学力検査については、平成１８年

度から４カ年実施しておりますが、今年度に

おいても学校現場の意向を踏まえ、児童・生

徒の一人ひとりの学習への理解度や定着度を

把握し、学習指導の改善・充実を図る上で必

要であるとの考えから、継続実施することと
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しております。 

 また、全国学力学習状況調査については、

これまで３回の調査結果を踏まえ、各学校に

おいては、子どもの学力学習の状況や、その

課題について把握し、学校改善プランが作成

され、学力向上に向けた取り組みが進められ

ているところであります。平成２２年度にお

いては、国が抽出調査をしたところでありま

すが、北海道教育委員会がこの調査を活用し

て、学校改善に取り組む学校を支援するため、

抽出校以外の希望利用校の採点・集計を一括

して行うことにしていることから、これを活

用し、全ての小中学校で引き続き調査に取り

組むこととしております。 

 次に、豊な心の育成についてでありますが、

社会のルールや規範を学ぶことは、命の大切

さや相手を思いやる心、ともに支え合うこと

の大切さ、豊かな感性を育むことと同時に、

人間性豊な心を育成する上で大切なことであ

ると考えております。 

 また、特別活動につきましては、学級活動、

児童会・生徒会活動、クラブ活動、学校行事

の集団活動を通じて、他者との関わりの中で

個性を伸長し、集団や社会の一員として、よ

りよい生活や人間環境を築こうとする自主

的・実践的な態度を育むなど、豊かな心の育

成においても大きく関わるものと認識してい

るところであります。 

 学校現場においては、教職員が多忙化して

いる状況にあると認識しているところでござ

います。このため、教員の子どもに向き合う

時間の確保については、教育の情報化として、

教師一人１パソコンの配備や、校内ＬＡＮの

整備など、教育環境整備に取り組んだほか、

学校現場における定時退勤日の設定など、各

学校で対応可能な取り組みを進めてきたとこ

ろであります。 

 また、学校や教職員を支える地域社会や家

庭の教育力の向上にも取り組んでまいります。 

 なお、教職員多忙化の抜本的改善のために

は、各学校や地域の取り組みのほかに、学校

教育の担い手である教職員の定数等の充実・

改善が必要であると考えており、今後とも全

国都市教育長会議等を通じ、国や道に対して

要望をしてまいりたいと考えております。 

 次に、健やかな体の育成についてでありま

すが、新体力テストにつきましては、子ども

一人ひとりに応じた、望ましい運動習慣等を

育むため、子どもの体力の現状と課題を把握

するための手段の１つと考えており、その結

果を踏まえ、保健体育を中心とした教科指導

の工夫改善に努めるなど、運動に親しみ、身

体を動かすことの楽しさや魅力を感じられる

ような指導に努めてまいりたいと考えており

ます。 

 平成１２年度の全国体力、運動能力、運動

習慣等調査は、国において抽出調査とした事

から、抽出校以外についても新体力テストを

実施し、体育科等の指導改善に生かしてまい

りたいと考えております。 

 次に、食育についてでありますが、現在の

日本社会での食生活においては、食を通じた

自らの健康管理や、地域の環境、生産の状況

を考えた食材の選択に関して課題があり、加

工食品や外食、給食、個食に依存する中で、

多忙な働き方やさまざまな事情から、子ども

の食に心を配れない保護者がいることも事実

であります。 
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 また、食育が求められるような時代的背景

であるからこそ、栄養バランスのよい学校給

食が子ども達の命綱の１つになっている側面

も現実であります。 

 このような家庭や地域の食文化、食習慣が

失われ、食と農業や環境との関係性が失われ

る中で、子どもの頃に五感を通して食の大切

さと生きる力を学ぶことこそ必要であり、教

育として対応すべき課題の１つであると考え

ております。 

 このため、子どもに望ましい食習慣の形成

や、食に関する理解を身につけさせるために

は、食育推進計画を踏まえ、学校・家庭・地

域社会の連携により、食に関する指導の充実

を図ることが必要であり、小学校農業体験学

習を通じて、子ども達の食を通じた、生きる

力を育んでまいりたいと考えております。 

 また、取り組みに当たりましては、各教科

との関連を図りながら、総合的な学習の時間

を中心に、これまでの食と農業に関する各学

校の経過等を踏まえ、実施可能な学校から着

実に進めてまいりたいと考えております。 

 次に、信頼される魅力ある学校づくりにつ

いてでありますが、学校においては、保護者

や地域の方々に学校を理解していただくため、

学校だよりの地域配布や、地域の方々にも授

業参観日を設定すると共に、家庭や地域との

情報交流を行い、それを適切に学校運営に生

かすなど、学校と保護者・地域が共に力を合

わせ取り組んでいるところでございます。 

 また、開かれた学校づくりについては、保

護者や地域の方々の信頼と期待に応える公教

育として必要なことと考えており、また、学

校や教職員を支える地域社会や家庭の教育力

を生かす上でも大切なことであると考えてお

ります。 

 今後とも、取り組みに当たりましては、学

校現場の状況や教職員の意向を十分踏まえな

がら、地域における生涯学習の場として、学

校体育施設の開放事業や、図書館等を活用し

た子どもの居場所づくりなどについて、学校

支援地域本部事業による、地域の方々の支援

の輪を広げながら進めてまいりたいと考えて

おります。 

 次に、教職員の研修の充実ついてでありま

すが、児童生徒の指導に携わる教職員は、専

門職として自ら資質向上を図ることが必要で

あります。このため、長期休業期間中におけ

る研修については、公務に支障がない限り、

校長の承認を受けて研修を行うことができる

ものであり、他の研修と同様に、その活用が

図られるべきものであると考えております。 

 次に、国旗・国歌の実施についてでありま

すが、国際化が進む社会に生きる児童生徒に

とりましては、自国とともに他国を理解し、

敬意を表する心情を育むことは大切なことで

あると考えております。このため、公教育に

おいては、学習指導要領に基づき、国旗・国

家を適正に指導することが必要であり、広く

国民にも日本の象徴として認知されているも

のと理解しているところでございます。 

 次に、卒業式、入学式の意義につきまして

は、卒業式が卒業生の巣立ちに際して、これ

までの学業に努めた成果を認め、これからの

前途を祝福する場であり、また、入学式が新

入生に、これからの学校生活に希望を持たせ

る場であると考えております。 

 これらの学校行事は、児童生徒はもとより、
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教職員、保護者、地域の皆さんにとって、人

生の大きな節目として思い出に残るものであ

り、その目的や意義を踏まえて、適切に実施

することが重要であると考えております。 

 次に、学習指導要領につきましては、学校

教育法施行規則に基づき、学校行事のうち、

儀式的行事について、学校生活に有意義な変

化や折り目をつけ、厳粛で清新な気分を味わ

い、新しい生活の展開への動機づけとなるよ

う、活動を行うこととして、入学式や卒業式

などにおいては、その意義を踏まえ、国旗を

掲揚するとともに国歌を斉唱するよう指導す

るものとするものと定められております。 

 学習指導要領は、各教科の目標・内容につ

いて大綱的基準を定め、法律の定める教育の

実現を図り、教育の機会均等と学校教育の水

準を維持するために公示されており、このこ

とから、公教育においては、国旗・国家を適

正に指導することが必要であると認識してい

るところでございます。 

 次に、さきの戦争についてでありますが、

日本憲法の前文において、「政府の行為によっ

て、再び戦争の惨禍が起こることのないよう

にすることを決意し、この憲法を確定する。

日本国民は、恒久の平和を念願し、平和を愛

する諸国民の公正と信義に信頼して、われら

の安全と生存を保持しようと決意した。」とあ

ります。憲法は日本国民が全力を挙げて達成

すべき崇高な理想と目的であり、かつ最高法

規であって、その上位に関する法律・命令・

詔勅及び国務に関するその他の行為の全部、

または一部は、その効力を有しないとしてい

るところであります。 

 また、公務員は全体の奉仕者であり、一部

の奉仕者ではないとされ、憲法を尊重し守り

きるものとされております。この憲法の精神

は、教育行政を執行する上で基本にするべき

ものであると認識しているところでございま

す。 

 なお、歴史認識につきましては、さきの戦

争において、数多くの教訓が、あの時代に詰

まっているものと認識しており、現在と過去

との間の尽きることのない対話を通じて、こ

れを検証するのはまさしく私達の責任である

と考えております。 

●議長内馬場克康君 ８番米田良克議員。 

●８番米田良克議員 多くについて再質問さ

せていただきます。 

 先ほど質問を申し上げましたけれども、最

初の信頼関係の問題ですね。これについては、

いくつか問題点があるということを申し上げ

ました。これらについて、具体的な課題につ

いて、どんなふうにお考えになるのか、教育

委員会として校長を指導されるのか、その辺

を含めてもう一度答弁をお願いしたいと思い

ます。 

 それから、信頼関係の問題で、ＰＴＡのこ

とをちょっと申し上げましたけれども、例え

ば、意図的に対立する問題を持ち込むという

父母の存在などがあって、という事を申し上

げたんですけども、例えば、そういうことが

起きた時に、私は先ほど答弁された、信頼関

係を構築するということで、いろいろな取り

組みがなされていて効果を上げているという

ことについて、特に異を唱えるものではあり

ません。ただ、難しい問題が持ち込まれると

いうことも、これもないわけではないことで

すね。そういう時に学校長の果たす役割が非



-  - 77 

常に大きいなということを思います。その辺

をしっかり対応できると、そして、学校でや

られていることでの理解を求める、あるいは

きっちり説明していくと、そういう意味で校

長の果たす役割が大きいなというふうに思い

ますけれども、その点でいかがでしょうか。 

 学力の向上についての所で、標準学力検査

については、４年間実施したが学校現場の意

向を踏まえ継続実施するということにした、

というふうにあります。これは、個々の学校

の意向が尊重されるという形になった結果な

のかどうか、その事をお尋ねしたいと思いま

す。 

 それから、今朝の新聞で、全国学テの問題

が大きく取り上げられていました。抽出３

０％でやるというのが国の考え方だと。しか

し、希望するところにはやっていただきます

よということで、北海道の場合は、道教委が

採点・集計等を全部、希望校については引き

受けますということだというふうに書いてあ

りますね。多くの地域が非抽出校についても

参加するという意向だということも報道され

ておりました。市内の学校の意向が尊重され

るということになったんだろうかどうかとい

うことを、併せてお尋ねをしたいということ

です。 

 それから、さっきちょっと学校配当予算の

ことを申し上げましたけれども、学校配当予

算の改善について、何かお考えになっておら

れることがあればお聞きをしたい。細かいこ

とは聞く気はありません。細かくは予算委員

会でというふうに思っています。 

 それから、豊かな心の育成についてであり

ますけれども、生命の大切さや相手を思いや

る心を共に支えあうことの大切さ、豊かな感

性を育むことという、これらと同様に社会の

ルールや規範を学ぶ事が大事だということを

答弁されたんですけれども、生命の大切さ以

下、これらの中身が身につくようになってい

けば、社会のルールもおのずと自分のものに

なるのかなというふうにも、そういう考え方

もあるということなんですね。私はそういう

立場で考えたいと思っております。どうして

も最初から、ルール・規範という言葉が出て

くるということについては、かなり気持ちの

上で抵抗感があるということですね。国の求

めるような型の子どもに育て上げたいという

思いが、そういうところに表れてなければい

いんですけれども、そういう心配をします。 

 それから、特別活動について、心の育成に

おいて大きく関わるものだという考え方は全

く同じ考え方だというふうに思います。その

方針の中の後段の部分で、また、いじめ、不

登校、問題行動については早期発見・早期対

応というふうに、児童生徒一人ひとりの特性

と日常の変化を的確にとらえる教育相談機能

の充実を図るほか、スクールカウンセラーな

どの活用をはじめ、関係機関や家庭との連携

を図りながら、指導体制の充実に努めたいと

あります。私はもちろん、いろいろ具体的に、

いじめに始まって、いろいろな問題を現在の

学校が抱えているということを承知しており

ます。ですから、そのための対応策を取って

いくということ、これも必要だし、やむを得

ない部分もあるということを理解はいたしま

す。ただ、先ほど申し上げましたように、幅

広い特別活動の部分で、これがきっちり、子

ども達と、学級で言えば学級担任、児童会と
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か生徒会ということになると、児童会とか生

徒会を指導する教師ですね。行事ということ

になると、これは入学式から卒業式まで、た

くさんの行事がそこでは組み立てられるわけ

でありまして、多くの子ども達がそれぞれの

役割を果たしながら、学校をつくりあげると

いうそういうその気持ちで参加していくわけ

ですね。そういうもの、特別活動の広い分野

の指導というものがうまくかみ合って、学校

の考え方と子ども達の考え方がうまくかみ合

って指導が進化していくということになれば、

私はいろいろ心配されるような問題というの

は随分減るのではないかという考え方をして

おります。ただ、そのためには、先ほども申

し上げましたように、教師の側に時間や気持

ちのゆとりがあって、しっかりその子ども達

の指導にあたるということが必須ですね。そ

れを欠かしては十分な指導にはならないわけ

ですから、そういう部分をよくよく考えてい

ただくということで、対応策を万全にしてお

くのにこしたことはないんですけども、そう

いう事を並べなければならない現在の状況と

いうのは、これは必ずしも本来の姿ではない

なという感じを持っているということはちょ

っと申し上げたかったんですね。 

 それから、多忙感の対応策ということで今

答弁ありましたけれども、パソコンの活用等、

それから校内ＬＡＮの整備ということで、い

わば連絡調整の方法として、事務の電子化と

いいますか、そういうものを進めるというこ

とが、少しでも効率よく仕事をするという、

学校の中での仕事を効率よくするという意味

で効果があるかもしれません。しかし、本来

は決定的な多忙化の状況を打開するという方

策とは私は違うと思うんですね。定時退勤日

設定というようなことも、これまで学校によ

って随分扱いに差があるようです。それはや

はり学校長の意識の問題ですね。本当に超勤

の日常状態を解消したいという考え方を持っ

て教師達と共に、どう学校の中の改善を図る

かというような努力をされるのか、されない

のか。その辺がやっぱり違いになって出てく

るのではないかなというふうに思います。こ

れは、先程、定数改善といわば国の制度とし

ての改善策に努力されるということですから、

それは大いにぜひお願いをしたいと思います

けれども、現状の改善に向けては、私は学校

長を含めた一層の努力を求めたいというふう

に思います。校長の役割が大きいということ

を改めて申し上げて、お考えがあればお聞き

をしたいというふうに思います。 

 それから、体力テストついては、私は、全

国テストをやって、何でもデータを出して比

較してということに必ずしも賛成ではありま

せん。あまり好きじゃない、それは好みの問

題ですから。ですから、さっき申し上げたよ

うに、やっぱりもっと子ども達がゆとりを持

って学校生活をする、楽しむ時間がたくさん

あるという事が、むしろ大事なんではないの

かなということなんですね。その抽出校以外

にもテストを実施しますということですから、

これは、各学校の意向というのは尊重される

ものでしょうか。どうなんでしょうか。その

ことをお聞きしたいと思います。 

 食育の位置づけについては、私自身まだ十

分に理解をしてません。ですから、これ以上、

とやかくいう資格はありませんが、ただ、社

会や地域の問題が起きれば、何でも学校が引
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き受けるという考え方には必ずしも賛成でき

ない。それは、今の学校の現状を見たら、何

でも引き受けられるような状態ではないとい

う事を思うからです。昨年から、栄養教諭の

配置が始まりましたね。これが、聞くところ

によれば、本来の期待したような活動になっ

ていないということをお聞きします。なかな

か、その職に当たっている人達にとっても厳

しい条件のようにお聞きをします。さっき申

し上げたような、何でも学校が引き受けると

いうふうにならない範囲でやられるというこ

とがいいのではないか、ということを改めて

申し上げたいということです。 

 それから、信頼される、魅力ある学校づく

りのところでは、開かれた学校づくり等に取

り組むということですけれども、これらの取

り組みに当たっては、学校現場の状況や教職

員の意向を十分踏まえながら取り組んでいき

たいという答弁をされました。これが、教育

長の言葉だけではない、実際にその通りやり

ますよという事を念を押したいんですけれど

も、いかがでしょうか。 

 そして、生涯学習の場ということと教師と

の関わり、この件については、どんなふうに

お考えでしょうか。 

 それから、研修の問題、校外研修を行うこ

とができるものであり、その活用が図られる

べきだということ、これは、毎度申し上げて

いますけども、実態は学校差が非常に大きい

と教育長が答弁されれば、こういう答弁にな

るのかもしれませんけれども、実態はこうじ

ゃない。具体的な、実施できるような改善策

を、どんなふうにお考えなるかという事をお

聞きをしたいということです。 

 それから２つ目の、卒業式、入学式のあり

方の問題ですが、認識の差の問題については、

やはりなかなかかみ合わないというふうに思

います。広く国民にも日本の象徴として認識

されていると理解しますということを、私、

日の丸については、これが国旗だという認識

はかなり広く深く行き渡っているなと思うん

ですよ。君が代も最近違ってきているかもし

れませんね。ふた昔前だと大相撲の歌だとか

と言う、そういう答えが出たという時期があ

りました。千秋楽の日に歌うということで、

今は違ってきているかなというふうに思うん

ですけども、やはり、君が代というのは、曲

の調子とか、歌詞の中身とか、これらが必ず

しも親しめる中身というものではないと。日

の丸は非常にわかりやすい旗ですよ、単純で。

ただ、そのことが、バンクーバーオリンピッ

ク終わりましたけれども、現地に応援に行っ

ている方々も、いろんな場面で大小の日の丸

を振って、一生懸命顔に書いたりしながら応

援をしていました。それからサッカーの試合

であるとかよく言われますけども、そういう

場面での認識というのはあると思います、間

違いないですよね。日本の旗だという認識を

持っている、国の代表選手を活動する場面で、

応援するのに日の丸を振るということに全く

抵抗はない、むしろ積極的に振って応援した

いという気持ちを持つ人達がどんどん増えて

いっているというのも現実かなと思います。

ただ、君が代はなかなかそうはいかないとい

う部分があるんですね。ただ、私がさっき申

し上げた侵略戦争のシンボルとして使われた

という、日の丸とか君が代というもの、日の

丸は分かりやすいですよ。軍隊が侵略してい
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くときに、その先頭に立つわけですから、極

めて見えやすい、ただ、君が代は植民地化し

た地域について、学校で学ばせるということ

をして、子ども達に歌わせるということをし

たわけです。そういう使い方をした。宮城遥

拝を日課とする、はるか海の彼方の日本の天

皇の住まいである宮城に向かってお参りをす

る、おじぎをする。そういうことをいろいろ

出先の機関の学校で日常の活動として子ども

達にやらせたわけですよね。朝鮮半島では、

創氏改名といって、名前まで全部日本式に変

えさせられると、朝鮮語を使わせないとか、

そういう教育を強制したわけでしょう。そう

いう歴史の中で果たしてきた役割というもの

を、まだ、国民の中には認識している人達が

いますよということなんです。そういう認識

の差というものがまだまだきっちりあると。

指導要領にあるんだからご起立願いますと言

ったらさっと立つと、曲がかかればみんなが

歌うという。そういう気分ではないと、あの

曲は聞きたくないという思いの人達もいるわ

けです。だから、そういうものを認める場で

はないですか。とりわけ学校というのは、子

どもがどんどん育っていく場ですよ、そして、

いわば一人前の日本人として育っていく、そ

れは学校で全部出来上がりません。ですけれ

ども、学校教育の果たす役割は大きいわけで

す。だから、その時に言いますよね、個性豊

かにとか、個性豊かな子どもに育ってほしい

と。明るく元気にとか。明るく元気にという

のは、子どもは余り悩みはないですよね。そ

うは言い切れないな、最近、小さい子どもは

結構悩むことがあるようですから。でも大人

よりはない。だから、パっと頭から飛べば明

るく楽しく出来るという部分ですよ。ただ、

いじめに合うとかとなれば話しは別です。だ

から、個性豊かに子どもを育てたいと思った

ら、多様な考え方というものを認める立場を

とらなければ、学校がね。ダメだと思うんで

すよ。ですから、学校の先生も君が代を歌い

たくないという人がいたら、その存在を認め

るという立場を、お互い認め合っていくとい

うことですよね。別に喧嘩するわけじゃない

んだから。そういう考え方が学校の中でなさ

れていかなければ、幅広い考え方をもった子

どもが育っていかないということを私は言い

たい。だから、卒業式や入学式は、さっき教

育長が答弁された、こういう場だと、ほとん

ど異議ありません。しかし、国旗や国家を指

導・徹底する場ではないと思うんですよ。そ

ういう位置づけではないと思うんですね。そ

れと、学習指導要領で言えば、大綱的基準の

問題、何度も繰り返していますから何度も言

いませんけれども、具体的な旗の掲げ方とか、

歌の歌い方までが大綱的基準とは思えないん

ですね。それは幅のあるものであっていいと

いうふうに思います。 強制の問題で言えば、

１９９９年に国旗国歌法が国会で審議された

時に、繰り返し言いますけど、政府答弁でも

文部省答弁でも、従来の指導の変化はない、

強制するものではない。内心に立ち入って強

制するものでありませんということを繰り返

し国会で述べてるわけですよ。ところが、現

実は国旗国歌法が通った途端に、学校教育の

現場では強力な強制が始まったわけでしょう。

それが今日に続いて、もう北海道だってやっ

ぱりそれは強制するものではないという事を、

教師達が述べている地域がどのぐらいあるの
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かと私はよくわかりません。それはもう随分

地域的には小さくなってるのかもしれない。

しかし、本来あるべき学校の姿というものを

考えたときに、しかも、先ほど教育長が答弁

された日本国憲法のものの考え方、それは大

きな犠牲の上に、大きな犠牲ということは日

本人だけでないですよ、アジアでは２，００

０万の人の命が奪われているんですからね。

大きな犠牲の上にでき上がった、世界が見本

とすべき憲法なわけです。そういうものをし

っかり守っていこうという考え方に立つなら

ば、私は学校でも多様な判断というものが当

然、認められるべきだというふうに考えるわ

けですね。その辺をお聞きをしたいなという

ふうに思います。 

 あとですね、２つ目の、アジア太平洋戦争

の教訓の問題なんですけども、憲法１９条の

考え方も、その学習指導要領の前には憲法１

９条もかすむぞという考え方をされてる訳で

はないと思うんですよ。やはり憲法が全てに

優先するという考え方ですから、しかし、公

務員たるものはという考え方になるんだと思

うんです。しかし、公務員に憲法９９条でい

う憲法を擁護する、擁護しなさいということ

を９９条は言っているわけですね。憲法１９

条をしっかり守ると、どの人にも当てはめて

守っていくという義務が公務員にはあるよと、

一番あるんだよあなた方には、ということを

９９条は言っているわけでしょう。そこの考

え方をしっかり見てほしい、考えてほしいと

いうことですね。 

 今回、何年か前に買った本で改めて見たん

ですけども、本屋は岩波ですが、「あの戦争を

伝えたい」という本があります。これはどこ

が出したかというと、東京新聞の社会部です。

東京新聞が２００５年に、ずっと直接取材を

して、それを整理して１冊の本にしたと、新

聞に毎日載せたものです。載せたものを改め

て本にまとめたんですね。たくさんの事柄を

取り扱ってます。ただ、初めにありますけど

も、こういう基本だと言うんです。無名の庶

民の戦争を伝えたいと、それから一人ひとり

の記者が、戦争体験者の記憶を自分の心に刻

み込む決意で取材をしようということですね。

そして、最後は取材現場を、実際に取材した

人の記憶の中にある現場を確認しようと、そ

ういう視点で記事を書いたという事なんです

よね。さっき言いました東京大空襲から始ま

りますけども、今回、この本を読んで初めて

わかったのは、山の手空襲というのがあった

んですね。東京大空襲は下町です。ところが、

あの時は、一夜で１０万の人が命を失ったわ

けですけれども、山の手空襲というのは、そ

の山の手と呼ばれる地域がその後、４月、５

月とわたって、数次に渡って大空襲を受けた

と。落とされた焼夷弾の量で言うと、３月１

０日の空襲の３倍以上だそうです。死者の数

は４，０００ぐらいなんです。そんなに死ん

でいないんですね。そういう空襲があるとい

うことを知りました。それから、キリスト教

徒の弾圧が具体的に取り上げられております。

それは治安維持法違反ということで、特に牧

師さんなんかが厳しい弾圧を受けたという事

が、具体的な記事になってますね。タイトル

が「「スパイの子」に耐え」という、それは牧

師さんだったお父さんが逮捕された後、子ど

もがお前はスパイの子だと呼ばれ、非国民だ

とそういう仲間から厳しい攻撃を受けたとい
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う話があります。中には、命を失うまでにな

ったというケースもあるということが書かれ

ています。学ばなければならない事柄は、ま

だまだ私達にはたくさんあるということを改

めて感じました。ですから、改めて先程考え

をお聞きしましたから、これから学び、検証

するのが私達の責任だということを教育長お

っしゃったから、それ以上の答弁を求めるつ

もりはありませんけれども、私は、まだまだ

私達には学んでいかなければならない、私な

んか残り時間が少ないなということを自覚す

るものだから、さて何が残せるかという事を

かなり考えます。そのときに、やはりあの戦

争のことをやっぱりしっかり伝えていかなか

ったら、これは大変だなということをつくづ

く感じてるものですから、そのことをちょっ

としつこく申し上げたと、まとめてお考えが

あればお聞きをしたいと。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えいたします。 

 初めに、学校教育の信頼関係でございます

が、教特法は、その職務を遂行するため、絶

えず研修と修養に努めなければならないとさ

れていることから、長期休業期間中に校外研

修の機会として、有効に活用するよう校長会

議等を通じて、さらに職員の研修や信頼関係

づくりに努めて参りたいと考えております。 

職員手当に関わる評定・判定については、

北海道教育委員会が定めた、市町村立学校職

員の勤勉手当に関わる取り扱い要綱に基づき、

公平公正な評定・判定を行っているものと考

えております。 

 休息時間の趣旨は、勤務時間の途中に休息

を与えて、職員の精神的・肉体的疲労を回復

させ、勤務能率の推進や不注意による災害の

予防に資することであり、その適切な確保を

努めることが必要であると考えております。 

 また、父母などとの信頼関係を深めるため

には、校長は子ども達のよりよい教育環境を

整えることを基本に、保護者、地域などから

広く意見を取り入れた、学校運営をより一層

進めることが必要であると考えております。 

 次に、確かな学力の向上についてでありま

すが、学力検査及び全国学力学習状況調査に

つきましては、学習指導の改善充実を図る上

で必要であるとの考えから継続実施するもの

で、学校現場の意向は、学校長を通じて把握

しているところでございます。 

 なお、学校配当予算につきましては、今後

ともその充実に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 次に、豊かな心の育成についてであります

が、人間性豊かな心を育成する上で、社会道

徳や規範を学ぶことは、命の大切や相手を思

いやる心、共に支えることの大切さ、豊かな

感性を育むと同様に大切なことだと考えてお

ります。 

 また、特別活動による豊かな心や自主的・

実践的な態度の育成が学校が抱える子ども達

の問題に対しても大きな役割といいますか、

かかわりを持つものと考えており、さまざま

な活動を通じて、より多くの人との関係づく

りを行っていくことが大切であると考えてお

ります。 

 学校現場における多忙化につきましては、

業務の効率性に向けた環境の整備に引き続き

努めていくと共に、時間外縮減に向けた定時
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退勤日の設定など、学校長を通して各学校と

して対応可能な取り組みの推進に一層努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、健やかな体の育成についてでありま

すが、新体力テストにつきましては、子ども

一人ひとりに応じた、望ましい運動習慣等を

育むため、子どもの体力の現状と課題を把握

する手段の１つと考えており、その結果を踏

まえ、保健体育を中心とした教科指導の工夫

改善に努めてまいりたいと考えております。 

 また、栄養教諭の職務につきましては、学

校給食の献立・運営管理などを行い、その上

で学校の食に関する全体計画策定を指導し、

食育に関する事業に関わり、個別指導し、さ

らに地域コーディネーター的役割も課されて

いるのが現状でございます。しかしながら、

学校への義務的配置が行われていないなど、

課題があることから、今後ともその適正配置

について、国・道に対して強く要望してまい

りたいと考えております。 

 また、開かれた学校づくりを進めるに当た

り、学校現場の状況は、教職員の意向を踏ま

えながら、今後とも取り組んでまいりたいと

いうふうに考えております。 

 次に、教職員の研修についてでありますが、

教職員は絶えず研修と修養に努めることが求

められていることから、校外研修に積極的に

取り組むよう、校長として職員に指導するこ

とが必要と考えており、今後とも校長会や学

校訪問等、あらゆる機会を通じて、さらに職

員の研修の推進や、信頼関係づくりに努めて

まいりたいと考えております。 

 次に、国旗・国歌の実施についてでありま

すが、いわゆる近代国家の成り立ちにおいて、

その象徴としての国旗・国歌につきましては、

その歴史的経過からして、国民の愛着と反感

など、様々な国民感情が伴いながら蓄積され、

今日に至っているものと認識しております。

先程申し上げました、日本国憲法の精神の元

で、国旗・国歌が法制度化され、今日に至っ

ているものであり、広く国民にも国の象徴と

して認識されているものと理解しているとこ

ろであります。 

 次に、卒業式、入学式につきましては、そ

の目的を踏まえて適正に実施することが重要

であると考えているところであります。 

 次に、卒業式、入学式における国旗・国歌

の取り扱いにつきましては、公教育として学

習指導要領に基づき、適正に指導することが

必要であると認識しているところでございま

す。 

 なお、学習指導要領につきましては、いわ

ゆる憲法を最高法規とする一定の法体系の中

で位置づけられているものと考えており、そ

この判断は憲法に基づく最高裁判所で違憲性

が審査されるものであると認識しているとこ

ろでございます。 

●議長内馬場克康君 ８番、米田良克議員。 

●８番米田良克議員 学校長に関わる問題が

いくつもあるわけですけれども、これらにつ

いては、通り一遍の指導ではなく、やはり実

態的に効果が出るという、そういう意味合い

での具体的な指導といいますか、どこまでや

れるか、おやりになれるかわかりませんけれ

ども、そういうものが欲しいなと、私は強く

感じています。結局、さじ加減という、そう

いうもので随分違うという状況があります。

これは、ぜひ、そのことをお考えいただくと。
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とりわけ先程、要綱をちょっと教育長が述べ

られましたけども、勤勉手当に関わる評定・

判定、これは、職場の人達みんなが納得いく

評定・判定がなされている学校では何の問題

もない。ところが、明らかに判定者の不純な

意図が入っている。不純というのは純粋じゃ

ないということですね、それが見え見えにな

ったという学校では、職員室の空気の色が変

わるぐらい空気が一変したということですよ。

何だこれはと。そういうことをやれるという

のか、やる人というか、これは、私は、本来

校長には適さないというふうに思うんですけ

れども、職員を公平に扱えないというような

人間は、上に立つべきではないというふうに

思います。それぐらい学校のチームワークに

障害になっているということがあるそうです。

だから、そういう点はやはり現実の大きなギ

ャップというものについて、十分、学校が機

能してほしいというふうに考えるんであれば、

そういうところの改善が具体的になされる必

要があると思うんです。この辺、答えづらい

質問かもしれませんけれども、学校のあるべ

き姿というものを求める教育委員会としては、

やはりきっちり考えていただく必要があるの

ではないかなというふうに思います。 

 休憩時間の問題は、建前で答弁されても役

には立たないというふうに思います。やはり

実態に即してお考えをいただく必要があると

思います。 

 それから、学力検査で学校現場の意見は校

長として把握しているということなんですけ

れども、それは当然そうなんですね。そうい

う仕組みですから。しかし、学校としての議

論が土台にあるのかということを、大丈夫な

のかなということを考えます。ぜひ、その辺

をもしお答えいただけるんであれば、いただ

きたいということです。 

 多忙化問題もよろしくお願いします。 

 研修の問題は、ぜひ、学校長の意識改革と

いうものをお願いしなければならんなという

ふうに思います。 

 それから卒業式、入学式の問題で、最後に

述べられました、学習指導要領というのは、

憲法を最高法規とする一定の法体系の中に位

置づけられている、判断は最高裁判所の判断

だということで、例えばですよ、卒業式でピ

アノを弾かないという事を言って、処分を受

けた先生が訴えて、この裁判は最高裁までい

きました。だけども、訴えた人は負けですね。

要するに自分が弾きたくないというふうに思

っても、言われたら弾けというのが最高裁の

判断です。ほかにもあります。私は、今の最

高裁は思想良心の自由という憲法１９条を守

るという視点で、最高裁は失格ですよ。私が

判事なら絶対そういう判断はしない、私は判

事になれませんけれどね。本当に国民一人ひ

とりの心情というものを大事にするという判

断を裁判所が今しないんですよ。これは、長

い間の、今ちょっと政権変わったけれども、

自民党政権下での最高裁判事の選出、あれは

政府が選びますから、だから、それによって

日本の裁判制度というのは、いわば自ら命を

落とそうとしてるんですよ。本来のあるべき

姿ではない。しかし、そうは言っても不当な

処分を受けたら、それは裁判所を頼って訴え

るしかない、その方法しかありませんからね。

だけども、今の最高裁判所は頼りにならない、

こういう現実に国民が置かれてるわけです。
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でも、それでも繰り返し訴えるということを

やっていくことによって、そのうちに裁判所

も目が開かれるかもしれないとか、下級裁判

所が新しい判断を出すのではないかとか、そ

ういう期待を裁判所につなぎながら、何とか

かんとか頑張っているわけですよ。それを初

めから、どうせ最高裁までいっても駄目なん

だからと言って、唯々諾々としてですよ、自

分の気持ちに反する事柄を教育の現場で教師

が行っていったら、日本の学校は破滅ですよ。

そういう事にならないために、私は美唄市教

育委員会が判断をして、学習指導要領にはこ

うあるけれども、これは強制ではないという

ことを学校に明らかにして、十分協議して卒

業式、入学式をやってくれと。希望としては

君が代をやってもらいたい、というぐらいの

判断を示されてもいいのではないかというふ

うに思いますけれども、いかがでしょうか。 

●議長内馬場克康君 教育長。 

●教育長板東知文君 米田議員のご質問にお

答えします。 

 初めに、学校教育の信頼関係についてであ

りますが、今後とも校長会議や学校訪問等、

あらゆる機会を通じて長期休業中の校外研修

の適正な実施や、信頼関係づくりに一層努め

てまいりたいと考えております。 

 また、勤勉手当につきましても、道教委の

要綱に基づき、今後とも公平・公正・適正な

判定を行ってまいりたいと考えております。 

 次に、休憩時間につきましても、学校の組

織体制の見直しや会議の効率化、一斉退勤日

の拡大など、さまざまな面から取り組み、そ

の確保に努めてまいりたいと考えております。 

 次に、確かな学力の向上についてでありま

すが、学校現場の意向につきましては、基本

的には学校長を通じ、学校の意向というもの

を把握しているところでございます。 

なお、私としましては、やはり先生の授業

が、先生にとりまして授業が基本だというふ

うに考えているところから、１年かけて市内

の全教員の授業を１０分か１５分くらいです

けれども、全教員の授業を見させていただい

ていたところでございます。非常に子ども達

は一生懸命に頑張ってございますし、その前

提として、美唄の教職員は非常によく頑張っ

てるというふうに考えてございますし、地域

の協力体制も、いろんな面から学校を支える

ような取り組みが一生懸命やられている。い

ろんな面で美唄の子ども達も、さまざまな面

での活動が、大会だけではございませんけれ

ども、いろんな形ですばらしい活躍をしてい

る、そんな実績もございますし、そういう面

で、学校現場を基本として物事を組み立てて

いくと、少なくとも学校現場に起こってる事

を、それぞれぞれ立場は違っても、共通認識

に立って、その課題解決に向けて取り組んで

いくと。そういう気持ちで進めてまいりたい

というふうに考えているところでございます。 

次に、教職員の研修についてでありますが、

今後とも、教特法ですか、その趣旨を踏まえ

ながら、長期休暇中の校外研修が適切に実施

されるよう、あらゆる機会を通じて、一層努

力してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

最後に、国旗・国歌についてでございます

けれども、国旗・国家につきましては、国の

象徴としてあるわけでございますけども、そ

れに対する国民感情といったものは、さまざ
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まにあるというのは、これは現実だというふ

うに考えてございます。もちろんその背景に

は、先ほど申し上げました、歴史的な認識を

されるような考え方があるというのも事実で

ございます。そういった中で、卒業式、入学

式における国旗・国家の取り扱いについてで

ございますけども、基本的には現在の日本社

会では一定程度、持つ意味について、国民に

広く認識されていった前提があり、国民的コ

ンセンサスを得てるという前提の元に、さま

ざまな意見がありつつもですね、そういった

中でですね、適正に実施することが必要であ

るというふうに考えているところでございま

す。 

●議長内馬場克康君 次に移ります。 

１２番、本郷幸治議員。 

●１２番本郷幸治議（登壇) 平成２２年第１

回定例会に当たり、大綱２点について市長に

お伺いします。 

大綱の１点目は、福祉行政について、介護

保険制度も平成１２年度にスタートして１０

年がたち、介護サービス基盤の充実とともに

制度が広く市民に浸透してきたことは、年々

増加する利用者数で伺い知ることができます。

本市にありましても高齢化率が３０％を超え、

今後、ますます進展する状況を考えますと、

安心して老後を暮らせる社会を目指し、介護

の充実が求められてきます。そこで、安心で

きる介護保険制度について、何点か市長にお

伺します。 

その１つ目は、介護保険事業計画の進捗状

況について、特別養護老人ホームなど介護施

設の待機者の実態はどのようになっているの

か。また、その待機者解消策に向けて、実効

性のある実施計画が策定されているのか。ま

た、有料老人ホーム、ケアハウスなど特定施

設の施設整備状況と共に当該利用者の経済的

負担の実態と、その負担軽減はどのようにな

っているのかお伺いします。 

その２つ目は、要介護認定について、介護

保険申請から認定までの時間が長いため、早

急にサービスを利用したい方が困っている現

状もあります。当市においては調査・認定ま

でどのぐらい時間がかかっているのか、また、

その時間短縮のためにどのように手だてを講

じているのか。また、介護保険適用までの事

務が煩雑で、時間がかかり過ぎている現状に

対して、もっと事務を簡素化してすぐ使える

制度に改善すべきと思いますが、実態と改善

に向けた取り組みについてお伺いします。 

その３つ目は、介護サービスの充実につい

て、０７年の厚生労働省の国民生活基礎調査

によりますと、要介護者と同居している家族

のうち、介護者側の年齢が既に６０歳を超え

た割合は５８．６％です。また、６５歳以上

の高齢者が、高齢者を介護する老老介護世帯

も介護を行っている全世帯の半数を超えたと

言われております。そこで、本市における老

老介護の実態をどのように掌握しているのか

お伺いします。 

その４つ目は、介護家族や高齢者世帯等に

対する相談体制について、介護難民という言

葉が生まれるほど家族の介護するために離職

せざるを得なかった家族などがおられます。

そうした介護家族へのきめ細かな相談事務の

実施について、どのように考えているのか。

また、独居高齢者、高齢者世帯などの介護弱

者に対してのきめ細かい相談体制が必要と思
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われますが、子育てにはサポートセンターが

あり、さまざまな相談・要望に対応できる環

境が整っておりますが、高齢者に対しても同

様に相談できるサポートセンターを設ける必

要があると思いますが、市長の御所見をお伺

いします。 

その５つ目は、福祉用具の貸与について、

自宅での介護サービスのメニューの中で、デ

イサービス、ショートステイ、福祉用具の貸

与など、さまざまありますが、その中の福祉

用具の貸与の中で重要なのはベッドとポータ

ブルトイレです。ケアマネジャーのレベルに

よって、その貸与の実態が利用者のＡＤＬに

即しているのか、対応がばらばらな場合が散

見されます。そこで、本市におけるベッドと

ポータブルトイレの貸与においては、担当部

課はケアマネジャーにどのように指導されて

いるのかお伺いします。 

その６つ目は、共助によるボランティア活

動について、介護保険制度における地域支援

事業として、市町村の裁量により介護ボラン

ティア活動を推進する事業を行うことが、平

成１９年５月から可能になりました。具体的

には、介護支援ボランティアの活動実績に応

じてポイントを交付、ポイントには介護保険

料や介護サービス利用料に充てることができ、

実質的な保険料負担減にもつながります。そ

れだけではなく、高齢者が活動を通じて、社

会参加、地域貢献ができ、自身の健康増進を

図ることにもつながり、介護予防にも役立つ

という一石３鳥にもなると言われる介護支援

ボランティア制度の導入を、本市としてもぜ

ひ検討してみたらどうか市長のご所見を伺い

ます。 

その７つ目は、介護保険料・利用料の負担

軽減について、市民相談の中で介護保険料に

対する負担が増して、これ以上、上げないで

ほしいという声が多く寄せられております。

特に、低所得者への配慮が求められますが、

介護保険料の減免についてどのように考えて

おられるのかお伺いします。 

次に、グループホームなどでは、利用料の

負担が重いとの声があります。利用料の実態

とその負担軽減の現状はどのようになってい

るのかお伺いします。 

大綱の２点目は、医療行政について、新年

度から診療報酬改定が実施されますが、改定

内容は、医療の提供体制や患者の負担に直結

する内容で、これが地域医療にどのような影

響を受けるのか。また、市民に身近な医療が

どう変化するのか、大いに注目されるところ

です。以下、２点お伺いします。 

初めに、診療報酬改定で市民にとって最も

身近な医療はどのように変わるのか。また、

診療明細の発行が無料で義務づけされたこと

は、患者側にどのようなメリットがあるのか

お伺いします。 

次に、本市の市立美唄病院経営健全化計画

は、平成２１年度から７年間の計画案で取り

組んでいますが、今回の診療報酬改定がどの

ような影響を与えるのかお伺いします。 

以上で、この場からの質問を終わります。 

●議長内馬場克康君 市長。 

●市長桜井道夫君（登壇） 本郷議員の質問

にお答えします。 

初めに、福祉行政について、安心できる介

護保険制度についてでありますが、介護施設

における待機者数につきましては、３月１日
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現在で申し上げますと、特別養護老人ホーム

では、恵祥園が８０名、泰康が４９名、介護

老人保健施設のコミュニティーホーム美唄は

３１名、グループホームでは、ななかまど美

唄館が２名、ななかまど駅前館が２名、アル

メリアが８名、ケアハウスのハーモニーは２

７名となっております。待機者の解消に向け

ましては、昨年９月に小規模特別養護老人ホ

ームとして新たに定員１８人のかなで～るが

開設されたところであります。また、今後の

施設整備につきましては、平成２３年度に策

定する第５期介護保険事業計画の中で検討す

ることとしております。ケアハウスなどの特

定施設は、市内ではケアハウスハーモニーだ

けであり、利用料として事務費、生活費、管

理費と介護サービスの１割をそれぞれ入所者

が支払うことになりますが、利用料のうち事

務費については、年収による解消区分により

負担軽減が図られており、例えば年収が２０

０万円で、要介護３の方の場合１万２，３０

０円が軽減され、月額約１２万５，０００円

となっております。 

次に、要介護認定につきましては、申請受

け付け後、認定調査員による調査を行い、調

査結果と主治医意見書をもとに、認定審査会

において審査し、介護度を判定しており、認

定までにおおむね１５日から３０日を要して

いる状況でありますが、認定調査員による迅

速な調査や医療機関に対して、主治医意見書

の早期作成をお願いするなど、速やかな要介

護認定に努めております。また、認定事務の

簡素化につきましては、現在、厚生労働省が

介護保険制度に係る事務手続の見直しを進め

ていることから、その状況を見きわめながら

適切に対応してまいりたいと考えております。 

次に、老老介護の実態につきましては、介

護認定調査時に市の調査員が実態を確認して

いるほか、介護サービス受給後については、

担当ケアマネジャーからの情報提供などによ

り、老老介護世帯の実態把握に努めていると

ころであります。介護家族や高齢者世帯等に

対する相談体制につきましては、平成１８年

度の介護保険法改正に伴い、高齢者を包括的

に支援するための地域包括支援センターを設

置し、高齢者自身や高齢者を介護する家族か

らのさまざまな相談に応じて必要な支援を行

ってるところであります。センター設置から

４年が経過し、年々相談件数が増えてきてい

るところであり、今後におきましても、より

相談しやすい体制づくりに努めてまいりたい

と考えております。 

次に、福祉用具の貸与につきましては、利

用者の心身の状況に応じた適切な用具が必要

なことから、福祉用具貸与事業所の福祉用具

専門相談員と担当ケアマネジャーが十分に打

合せを行って、必要な用具を選定するよう保

険者として指導してるところであります。ま

た、市内のケアマネージャーを対象とした市

主催の研修会でも、福祉用具貸与の事例研究

を行うなどして、ケアマネジャー個々の資質

向上を図っているところです。 

次に、介護支援ボランティア制度につきま

しては、急激な高齢化が進む中、地域の高齢

者が安心して暮らしていくためには、公的な

制度やサービスだけではなく、ボランティア

をはじめとするさまざまな地域支援の活用が

重要であると認識しております。こうした観

点から、介護支援ボランティア制度の導入に
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向けて、他自治体の先進事例を参考にしなが

ら検討してまいりたいと考えております。 

次に、介護保険料につきましては、介護保

険事業計画に基づき決定しており、本市では、

所得分布を６段階に設定し、このうち、第４

段階について独自に細分化して、低所得者層

の負担軽減を図っているとこであります。ま

た、グループホームの利用料につきましては、

施設により異なりますが、一例で申し上げま

すと、要介護度３の方の場合、月額は１０万

４，０００円となりますが、住民税非課税世

帯については、高額介護サービス費の給付に

より、年収に応じて１，３５０円から１万０，

９５０円が軽減されることとなっております。 

次に、医療行政について、診療報酬改定に

よる影響等についてでありますが、このたび

の診療報酬改定における国の基本方針では、

救急、産科、小児、外科等の医療の再建と、

病院勤務医の負担の軽減が重点課題とされて

おり、医者の確保や病院経営の安定化につな

がると考えられております。また、診療報酬

明細書発行のメリットにつきましては、医療

の透明化や詳細な個別の点数項目などの情報

が、患者へ提供されるといった点が挙げられ

ております。 

次に、診療報酬改定に伴う市立病院経営の

影響についてでありますが、改定の内容につ

きましては、診療報酬本体を１．５５％引き

上げ、薬価・材料価格は１．３６％引き下げ、

全体で０．１９％引き上げとなっております。

薬価の引き下げは、院外処方を実施しており

ますことから、大きな影響はないと考えてお

ります。また、再診料や入院基本料の引き上

げにより、収益の増加が見込まれるものと考

えておりますが、実際の影響額等につきまし

ては、４月以降に比較分析を行うこととして

おります。 

いずれにいたしましても、今回の診療報酬

改定を踏まえ、新たな収益増加の方策につい

て、今後さらに院内で協議を進めながら、病

院経営の健全化に取り組んでまいりたいと考

えております。 

以上でございます。 

●議長内馬場克康君 お諮りいたします。 

本日の会議はこの程度にとどめ、延会いた

したいと思います。 

これにご異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

ご異議なしと認め、そのように決定いたし

ました。 

本日はこれをもって延会いたします。 

 

午後３時１２分 延会 
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